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開会 午前 ９時００分

○議長（梅原好範君） 改めまして、皆さん、おはようございます。

傍聴の方は、早朝より大変ご苦労さまです。

本日の会議は、健康管理のため、出席者の入場前の検温、手指消毒を行うとともに、水筒

等での飲料の持込みを許可しております。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定足数に達しておりますので、令和５年第３回京丹波町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

《日程第１、会議録署名議員の指名》

○議長（梅原好範君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、今会期中の署名議員は、９番議

員・西山芳明君、１０番議員・隅山卓夫君を指名します。

なお、以上のご両君に差し支えのある場合には、次の議席の方にお願いいたします。

《日程第２、会期の決定》

○議長（梅原好範君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。

本定例会の会期は、本日から９月２１日までの２３日間としたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

本定例会の会期は、本日から９月２１日までの２３日間と決しました。

会期中の予定については、事前に配付の会期日程表のとおりであります。

《日程第３、諸般の報告》

○議長（梅原好範君） 日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に町長から提出されております案件は、諮問第３号ほか２９件です。

提案説明のため、畠中町長ほか関係者の出席を求めました。

６月２７日に全員協議会による関西電力株式会社大飯発電所の現地視察が行われました。

７月２０日に全議員研修会が京都市内で開催され、全議員に出席いただきました。

８月８日には、広報編集正副委員長研修会が京都市内で開催され、正副委員長に出席いた
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だきました。

８月１８日には、議会運営委員長研修会が京都市内で開催され、委員長に出席いただきま

した。

また、８月２３日には、市町村議会広報研修会が京都市内で開催され、委員全員に出席い

ただきました。

８月２８日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営について協議されました。

また、同日に全員協議会が開催され、議会運営委員会等の報告が行われました。

６月１９日、２２日、２９日、７月４日、６日に議会広報広聴特別委員会が開催され、議

会だより発行に向けた会議が行われ、議会だより第８０号の発行をいただきました。

本定例会までに受理した陳情書等をお手元に配付いたしております。

京丹波町監査委員より、例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付いたして

おります。

京丹波町情報センターに対し、本日の本会議の収録データの編集、自主放送番組での放映

を依頼しましたので、報告いたします。

本日、本会議終了後、議会広報広聴特別委員会を開催しますので、委員の皆様には大変ご

苦労さまですが、よろしくお願いいたします。

以上で、諸般の報告を終わります。

《日程第４、行政報告》

○議長（梅原好範君） 日程第４、行政報告を行います。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） 本日ここに、令和５年第３回京丹波町議会定例会をお願いいたしまし

たところ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集いただきまして、誠

にありがとうございます。

また、日頃、議員各位には、円滑な町政の推進にご支援、ご協力をいただいておりますこ

とに厚くお礼を申し上げます。

今年は例年より早く梅雨入りをし、６月定例会においては気象警報の発令により議会日程

を変更いただくなど、多くの降水量を記録したと思えば、７月２０日の梅雨明け以降は災害

級の危険な猛暑が続き、異常気象とも思える日々が続きました。

また、お盆に襲来しました台風７号は、近畿地方に上陸しましたが、本町には大きな被害

もなく心より安堵いたしているところです。今後、収穫期を迎える本町の豊富な農作物が実
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り多いことを祈るばかりです。

このような事象を考慮しつつ、いつ・どこで・どのような災害が発生するか、その想定が

困難な状況でありますが、日々の暮らしにおける町民の安心・安全につながる取組として、

去る７月９日に京丹波町消防団において総合防災訓練が実施されたところです。この訓練に

は、京都中部広域消防組合、京丹波町建設業協会をはじめ、京丹波町、本町消防団との３者

協定を締結しました京都ドローン協会、また、災害時の応急対策に関する協定を締結した京

丹波森林組合など、多くの関係機関と連携した訓練を実施いただき、それぞれの参加者が緊

急時の対応を確認する大変貴重な機会となったところです。

あわせて、孤立する事態への対応として、全日本ヘリコプター協議会との協定締結も行っ

たところであり、今後におきましても町内に立地する企業との連携協定を図るなど、さらな

る安心、安全の取組を関係機関と連携して進めてまいります。

６月２８日から町内１２か所の会場において、町民の皆様と直接対話する令和５年度町政

懇談会を４年ぶりに開催させていただきました。日頃から感じておられるまちづくりへの熱

い思いを多くの町民の皆様からお聞きし、本当に開催することができてよかったと感じてお

ります。このような機会は、やはり必要だと改めて実感したところであり、今後いただきま

した意見について取りまとめを行い、まちづくりにフィードバックさせていただくとともに、

１０月には「ハッピートーク」と題して、まちづくりに関するシンポジウムの開催を予定し

ておりますので、多くの皆様にご参加いただきたいと考えております。

健やかで幸せに暮らせるまちづくりとして、ウェルネス京丹波事業を推進しているところ

ですが、このたび明治安田生命保険相互会社京都支社と包括連携協定を締結しました。それ

ぞれが健康・医療、またスポーツなどを通じて連携協力をすることや、子どもの健全育成、

町政のＰＲについても連携事項としており、地域のニーズに迅速かつ丁寧に対応することで、

町民の健康増進につなげていきたいと考えております。

デジタル化やグローバル化など新たな時代にふさわしい人材育成と、本町の子どもたちに

高等教育をしっかり保障する観点から、「京丹波町における須知高校のあり方懇話会」を設

置し、今後の在り方や活性化対策について意見を求めることとしております。

また、北海道で開催された全国高等学校総合体育大会では、近畿予選を勝ち抜いた男子ホ

ッケー部が出場し、限られた部員数で少数精鋭ながらも全国ベスト８まで勝ち進んでくれま

した。７月に開催された全国高等学校野球選手権大会京都大会には、須知高校単独で出場を

果たすなど、町内唯一の高校として着実に歴史を重ねています。今後、懇話会においては、

年度内をめどに一定の取りまとめを行い、施策に反映してまいりたいと考えているところで
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す。

次に、本年度の主要事業の執行状況等についてご報告を申し上げます。

まず、丹波くり振興におきましては、７月１９日より「マイスター養成講座」がスタート

し、１１回に及ぶ講座を通じて優れた栽培技術を次世代に継承する取組を進めてまいります。

また、丹波くり振興計画の策定に向けた取組を進めるなど、生産拡大の基盤づくりに向けて

取り組んでまいります。

本町の地域課題の解決に向け、京丹波町デジタルプラットフォームを構築・活用し、地域

内外の「地域に関わりたい者」に向けた発信など、活性化の仕組みづくりについて協議する

「京丹波町ＳＤＧＳ活動推進協議会」設立いたしました。今後、年内に４回程度の協議会の

開催を通じて、持続可能な地域づくりに向けた取組について、関係団体の皆様と議論を深め

ていくこととしております。

「食のまち」としての強みを生かすため、本町独自の「フードバレー構想」による取組の

一環として、昨年度新たな庁舎でまちづくりをスタートされた友好町である福島県双葉町や、

今年度、相互友好協力協定を締結した十文字学園女子大学などとの「食」を通した交流を図

る「京丹波町ならではの学校給食創造事業」に取り組んでおります。

学校給食を通じ、地域の食文化への理解を深めるとともに、町内の農家、企業、高校との

つながりにより、特色のある学校給食の充実を図ってまいります。

あわせて、秋の大きなイベントである「京丹波マルシェ２０２３」や「京都丹波ロードレ

ース大会」について、それぞれ今年度も実施するべく関係機関との協議や、開催内容につい

て準備を進めております。ぜひ町内外の多くの方に本町を訪れていただき、本町の雰囲気や

「食」を味わっていただけるような取組にしてまいりたいと考えております。

また、この間、相互に訪問するなど交流と研鑽を深めてきた愛知県幸田町と、まち・ひ

と・しごと創生の実現に資するため、このほど「まちづくり連携協定」を締結するよう、事

務手続を進めているところです。相互の特徴ある地域資源、ノウハウを活用して魅力の発信

や事業の連携または情報交換により、豊かなまちづくりの実現に向け、産業、観光振興、タ

ウンプロモーション、地域防災や教育などの各分野において連携していくこととしておりま

す。

最後に、５月の感染症類型変更後、大きく報道はされませんが、専門家においては第９波

と言われるコロナ感染症の拡大期にあると言われております。１０月から春接種の対象者を

拡大し、ワクチンの集団接種を開始するべく、現在、接種体制の構築に向けて準備を行って

いるところであり、接種時期等の詳細が分かり次第お知らせしてまいります。
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以上、行政報告とします。

○議長（梅原好範君） 以上で、町長の行政報告を終わります。

《日程第５、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について～日程第２８、認定第１６号

令和４年度京丹波町水道事業会計決算の認定について》

○議長（梅原好範君） お諮りします。

ただいまから上程になります日程第５、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について

から、日程第２８、認定第１６号 令和４年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてま

での議案につきましては、本日は、提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の日

程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

これより、日程第５、諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦についてから、日程第２８、

認定第１６号 令和４年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてまでを一括議題としま

す。

町長の提案理由の説明を求めます。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） それでは、本日提案させていただきます議案につきまして、その概要

を説明させていただきます。

諮問第３号及び諮問第４号の人権擁護委員候補者の推薦についてであります。

諮問第３号では、令和５年１２月末をもって、２期目の任期が満了となります林 啓治委

員を再推薦したいので、議会のご意見を伺うものであります。

諮問第４号では、令和５年１２月末をもって、１期目の任期が満了となります谷口 誠委

員を再推薦したいので、議会のご意見を伺うものであります。

ご両人とも、これまでの経験を生かし、人権啓発や人権相談などに積極的に活動をいただ

けると思っております。

ご同意賜りますようお願い申し上げます。

議案第５４号 京丹波町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例の制定につきましては、農業委員等の年額報酬について改正を行うもの

です。

議案第５５号 令和５年度京丹波町一般会計補正予算（第４号）につきまして、補正前の
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額１１２億８，９５９万１，０００円に２億５，１３０万円を追加し、補正後の額を１１５

億４，０８９万１，０００円とすることをお願いしております。繰越金及び普通交付税の確

定を受けてこれらを反映した編成を行うものであります。

歳出の主な事業といたしまして、初めに総務費では、前年度繰越金の確定により財政調整

基金への積立てに１億１，６２０万円を計上しております。

また、移住促進事業では、明日のむら人移住促進事業補助金に４２０万円を計上しており

ます。

衛生費では、新型コロナワクチン予防接種事業におきまして、国庫支出金の翌年度精算に

伴う返還金の発生により２，９２８万９，０００円を計上しております。

また、保健センター管理事業では、瑞穂保健福祉センター受変電設備改修工事等の必要費

用に１，１１８万７，０００円を計上しております。

農林水産業費では、京の特産物の維持・拡大を図るため、機械導入の支援を行う京の地域

生産応援事業に１５３万９，０００円を計上しております。

林業費では、間伐及び間伐材搬出の促進、特用林産物の生産振興と林業就業者の育成・確

保を図るための森林資源循環利用促進事業に２１０万円を計上するとともに、間伐材活用に

要する経費を支援する間伐材活用支援事業に１２５万円を計上しております。

また、森林が有する二酸化炭素吸収機能を発揮させカーボンクレジットの創出、販売を行

い、本町の持続可能な森林経営の実現を目指すカーボンクレジット創出調査研究事業に２９

９万２，０００円を計上しております。

土木費では、道路新設改良事業におきまして本年度における国庫支出金の確定に伴い精査

を行うとともに、生活道路における通行安全確保のため、必要な道路改良工事等に４，３５

０万円を計上するものであります。

また、町営住宅維持管理事業では、修繕料及び町営住宅維持改修工事に３５０万円を計上

しております。

教育費では、誰一人取り残すことのない学びの環境づくりとして学校適応支援推進事業に

１１３万２，０００円を計上するとともに、蒲生野中学校の通級指導教室の改修工事に１５

６万円を計上しております。

また、「食の町」京丹波、フードバレーならではの学校給食を創造し、児童生徒の食育を

推進する経費として学校給食事業に１３３万７，０００円を計上しております。

次に歳入でございますが、町税では、固定資産税の償却資産において、収入見込み等によ

り２，４８５万４，０００円を計上しております。地方特例交付金につきましては、交付額
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の確定により５万７，０００円の増額、普通交付税につきましても、同じく交付額の確定に

より８，９３２万２，０００円を減額するものであります。

国庫支出金では、総額１７０万１，０００円を計上しております。

土木費国庫補助金の社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）に９０万２，０００円

を計上しております。

府支出金では、総額１，０７７万３，０００円を計上しております。

総務費府補助金では、移住促進事業補助金に２１０万円を計上しております。

農林水産業費府補助金では、京の地域生産応援事業補助金に１５３万９，０００円を計上

しております。

教育費府補助金では、地域の実情に応じた特色ある教育環境の充実を目指し、京都府と一

体的に取り組む子どもの教育のための総合交付金に５７４万８，０００円を計上しておりま

す。

財産収入では、土地貸付料に３１４万１，０００円を計上しております。

繰入金では、林業振興施策の財源として、森林環境譲与税基金繰入金に６３４万２，００

０円を計上しております。

また、繰越金では、前年度繰越金について１億８，２２０万８，０００円を計上したとこ

ろであります。

諸収入では、総額１，１６３万７，０００円を計上しております。

消防団員安全装備品整備等助成金や過年度分後期高齢者医療給付費負担金返還金などによ

るものであります。

町債では、総額５，６４０万円を計上しております。

衛生債では、瑞穂保健福祉センター改修に係る財源としまして１，０９０万円を計上して

おります。

土木債では、道路改良事業債として過疎対策事業債分、緊急防災・減災事業債分合わせま

して４，４７０万円を計上しております。

また、臨時財政対策債につきましては、本年度発行可能額の確定により８２０万円を減額

するものであります。

最後に、今回の歳出補正額に対して必要な財源を確保するため、財政調整基金繰入金から

４，４８３万４，０００円を繰り入れて財源調整を図ることといたしております。

以上、一般会計補正予算の提案説明とさせていただきます。

議案第５６号 令和５年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事業
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勘定においては、補正前の額２１億１，４６８万７，０００円に８，８８４万２，０００円

を追加し、補正後の額を２２億３５２万９，０００円とすることをお願いしております。前

年度介護給付費負担金等の確定等について計上しております。

また、老人保健施設サービス勘定においては、補正前の額１億６，４１６万８，０００円

から６４４万７，０００円を減額し、補正後の額を１億５，７７２万１，０００円とするこ

とをお願いしております。会計年度任用職員人件費の精査及び一般管理費における修繕料の

増額、一般備品の減額を行うものであります。

議案第５７号 令和５年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）では、補正前

の額８億７，７００万円に４，６４８万３，０００円を追加し、補正後の額を９億２，３４

８万３，０００円とすることをお願いしております。

人事異動等に伴う人件費及び会計年度任用職員人件費の精査、施設管理費における設備等

修繕費等の増額並びに施設整備費における機器設置工事費等の増額を行うものであります。

議案第５８号 令和５年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）では、資本的収

入においては、補正前の額８，４１４万５，０００円に１１７万１，０００円を追加し、補

正後の額を８，５３１万６，０００円とし、また、資本的支出においては、補正前の額１億

４，５２１万５，０００円に２，４９２万９，０００円を追加し、補正後の額を１億７，０

１４万４，０００円とすることをお願いしております。

資本的収入では、府補助金の増額によるものであり、資本的支出では、器械備品購入費の

増額を行うものであります。

議案第５９号 令和５年度京丹波町水道事業会計補正予算（第１号）では、収益的収入に

おいては、補正前の額１１億２，６００万円から３９８万１，０００円を減額し、補正後の

額を１１億２，２０１万９，０００円とし、また、収益的支出については、補正前の額１１

億２，０９０万円から１５万３，０００円を減額し、補正後の額を１１億２，０７４万７，

０００円とすることをお願いしております。

収益的収入では、他会計補助金の減額によるものであり、収益的支出では、人件費の精査

を行うものであります。

資本的収入においては、補正前の額３億８，８８０万円に６，６３８万８，０００円を追

加し、補正後の額を４億５，５１８万８，０００円とし、また、資本的支出については、補

正前の額８億６，０８０万円に６，０４６万９，０００円を追加し、補正後の額を９億２，

１２６万９，０００円とすることをお願いしております。

資本的収入では、企業債等の増額によるものであり、資本的支出では、建設改良費におい
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て、畑川浄水場場内整備工事等の増額を行うものであります。

続きまして、令和４年度決算認定議案につきまして、概略をご説明申し上げます。

令和４年度に取り組みました主要事業でありますが、念願でありました新庁舎が令和３年

度に完成し、令和４年度は、町民の皆様が健やかで幸せな「健幸」で過ごしていただくこと、

本町が誇る最大の魅力である「食」をこれまで以上にＰＲし、魅力と可能性を最大限に引き

出すことなど、すばらしい地域に住んでいるという誇りを持っていただけるよう各種施策を

推進してまいりました。

地方交付税が減少した中におきましても、ダウンプロモーションの推進により、ふるさと

納税については２億２，１００万円を超えるなど、財源の確保に取り組むとともに、国の臨

時交付金等を活用しながら、本町の実情に沿ったコロナ感染対策や物価高騰対策が実施でき

たと考えております。また、７月の局地的豪雨、１月の大雪への対応も含め、安全で安心な

まちづくりの推進に努めてまいりました。

その他、令和４年度に予定しておりました事業は、完成、あるいは着実な進展が図られて

います。このことは、ひとえに議員各位をはじめ、町民の皆様のご理解とご協力によるもの

であり、深く感謝申し上げる次第であります。

次に、会計別決算収支の状況についてでありますが、一般会計の決算額は、歳入１１５億

５，２７２万９６２円、歳出１１２億６，７７１万２，６９５円、うち翌年度への繰越財源

５，２８０万円を差し引いた実質収支では、２億３，２２０万８，２６７円となっておりま

す。

なお、一般会計における令和３年度の実質収支額３億６，５４７万４，３０９円を差し引

いた単年度収支は、マイナス１億３，３２６万６，０４２円となり、これに財政調整基金積

立額と繰上償還金を加え、積立金取崩額を控除した実質単年度収支は、マイナス５，０１８

万５，０４２円となりました。

次に、歳出の目的別の状況でありますが、以下、万円単位にまとめてご報告申し上げます。

まず、議会費は９，３７３万円で前年度比３．０％の増、総務費は１９億４，０４５万円

で前年度比３６．１％の減、民生費は２４億６，８８６万円で前年度比２８．０％の減、衛

生費は１７億４８６万円で前年度比２．９％の増、労働費は５万円で皆増、農林水産業費は

１１億７，１３６万円で前年度比２１．１％の減、商工費は３億５，７４０万円で前年度比

１８．９％の増、土木費は７億６，２５５万円で前年度比４．１％の増、消防費は４億１，

４２８万円で前年度比５．４％の増、教育費は８億４，５４２万円で前年度比０．７％の減、

災害復旧費は１億３，８６２万円で皆増、公債費は１３億７，０１４万円で前年度比１５．
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３％の減となりました。

次に、普通会計を基にした財政構造面について申し上げます。

町税は、前年度に比べ３，１７３万円増の１７億５，４５３万円となりました。町民税及

び固定資産税の増加が主な要因であります。

徴収率につきましては、現年度分が９９．２％で前年度と同率、滞納繰越分が１４．９％

となり、前年度から２９．６％の減少となりました。

今後とも税負担の公平性を確保するため、京都地方税機構との連携はもとより、細やかな

納税相談の実施などに一層の努力を重ねてまいります。

一方、令和４年度におきましても、滞納処分等の取組を行いながら、町税４５７万円、国

民健康保険税２０６万円を不納欠損処分させていただきました。前年度と比べ町税におきま

しては４６万円の減となったところであります。

貴重な自主財源が徴収に至らなかったことは誠に申し訳なく思いますが、ご理解いただき

ますようお願い申し上げます。

譲与税・交付金関係では、主に地方消費税交付金や地方特例交付金等の減少により、前年

度と比較して２，８２６万円減の５億７，６７４万円、普通交付税は、前年度と比較して１

億１，７５０万円減の４５億９，１２２万円となりました。

また、特別交付税では、前年度と比較して３，５１６万円増の６億４，７３４万円となり

ました。

次に、歳出におきまして、支出を拘束する義務的経費では、前年度と比べ、人件費で７，

２３６万円の増、扶助費で１億６，７４９万円の減、また、公債費では、２億４，９０７万

円の減となるなど、全体で３億４，４２０万円減の総額４３億２，８７２万円となりました。

また、投資的経費では、普通建設事業費で新庁舎整備事業及び認定こども園整備事業の大

型事業の完成に伴い、前年度と比べ２１億４，３７０万円減の１０億４，６７１万円となり

ました。

災害復旧事業費では、令和３年度は執行がありませんでしたが、７月の局地的豪雨等に伴

い１億４，２３２万円となりました。

このような決算状況の中、財政構造の指標となります経常収支比率は、前年度比４．４ポ

イント増の９０．５％となり、あわせて、実質公債費比率につきましては、令和４年度の単

年度比率では対前年度比０．６ポイント減少し、比率基準となります３か年平均につきまし

ては、前年度比０．７ポイント減の１６．１％となりました。

経常収支比率の増加要因につきましては、主には、分母である歳入経常一般財源が、普通



－１５－

交付税や臨時財政対策の減額等により全体額が大きく減少したことに伴い、比率が増加した

ところであります。

経常収支比率をはじめ、指標の算定に大きなウエートを占める普通交付税におきましては、

減少傾向になっていることからも、今後におきましても一層の財政健全化対策に努めてまい

ります。

次に、特別会計の決算状況でありますが、国保京丹波町病院事業会計及び水道事業会計を

除く１３特別会計の歳入総額は５４億８，２７３万円、歳出総額は５３億８，９６６万円で、

翌年度繰越財源を除いた実質収支は９，３０７万円であります。

国保京丹波町病院事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益

は９億７，１４５万円、経常費用は９億４，６９６万円で、差引き２，４４９万円の当年度

純利益となり、当年度未処理欠損金は３億３，２３８万円となりました。

なお、資本的収支では、収入総額６，３２６万円に対し、支出総額は９，４２４万円とな

り、収支差額は３，０９８万円となりました。この収入不足分は過年度分損益勘定留保資金

で補塡したところであります。

水道事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益は１１億２，

８９６万円、経常費用は１０億６，９２４万円で、経常利益は５，９７２万円となり、当年

度純利益についても５，９７２万円となりました。これに前年度未処分利益剰余金を加えた

額１億８，６４２万円を当年度未処分利益剰余金として計上いたしました。

なお、資本的収支では、収入総額４億３，６５８万円に対して、支出総額は８億４，１０

３万円となり、収支差額の４億４４４万円は、消費税資本的収支調整額１，２５２万円、過

年度分損益勘定留保資金１億１，９８０万円及び当年度分損益勘定留保資金２億７，２１２

万円で補塡したところであります。

以上、申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。

提案させていただきました議案は、諮問及び認定案件も含め３０件であります。細部につ

きましては、会計管理者または所管する課長から説明させますので、何とぞ慎重にご審議賜

りまして、原案にご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） 補足説明を担当課長から求めます。説明は、日程順にお願いいたしま

す。

久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 諮問第３号及び諮問第４号の人権擁護委員候補者の推薦について

の補足説明を申し上げます。
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人権擁護委員は、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、市町村長がその候補者に

ついて議会の意見を聞いて推薦し、法務大臣が委嘱することとなっております。

任期は３年であります。

京丹波町では、１１人の人権擁護委員さんに活躍いただいております。

諮問の内容は、町長からの提案理由説明のとおりであります。

また、お二人の略歴等はそれぞれ添付の資料に記載しておりますので、後ほど確認をお願

いいたします。

以上、補足説明といたします。よろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） それでは、議案第５４号 京丹波町特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について補足説明を申し上げ

ます。

今回の改正につきましては、農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の活動において、

農地法の運用改定通知による農地全筆調査及び非農地判断実施の徹底、農地利用最適化推進

に係るガイドラインに基づく活動記録簿提出義務化、さらには、農業経営基盤強化促進法の

改正による地域計画の目標値の策定に係る実施主体と位置づけられるなど、その業務量が増

加の一途をたどっており、活発に活動される本町農業委員等の報酬見直しに関し、京丹波町

特別職報酬等審議会により審議・答申をいただきました。

審議会におきましても、業務量の増加の確認、農地に関する様々な活動をいただく委員の

実情を踏まえ、現行報酬額の引上げ等について確認され、今回答申をいただき条例改正を行

うものです。

新旧対照表をご覧ください。

別表、農業委員会の部、各委員の年額報酬について、年間の活動回数及び活動時間数を算

出し、それに全国最低賃金を参考とした値を乗じて年額２４万円。会長及び職務代理につい

ては、前回改定時よりその活動日数等に大きな差異がないことから会長で年額５万円、職務

代理で年額２万円とする報酬については据え置くこととし、それぞれ２９万円、２６万円と

したところです。

なお、農地利用最適化推進委員の年額報酬についても、平成２９年度の改正時と同様にそ

の現場活動は極めて重要であることから、農業委員と同様に想定される年間の活動回数及び

活動時間による対価を積算の上、報酬額を決定されたものです。

また、報酬額の改定時期につきましては、審議会において答申後の条例改正、予算確保等
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を考慮すること等から、第７期委員から適用することとして経過措置を設けております。

以上、誠に簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご

賛同賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 山内財政課長。

○財政課長（山内明宏君） 議案第５５号 令和５年度京丹波町一般会計補正予算（第４号）

につきまして、補足説明を申し上げます。

それでは、ページをめくっていただきまして、初めに７ページの第２表の地方債補正をお

願いいたします。

まず、合併特例事業債につきましては１，４００万円を増額し、補正後の限度額を２億６，

８９０万円としております。

衛生債では、瑞穂保健福祉センター受変電設備改修工事により１，０９０万円を、土木債

では、町営住宅維持改修工事により１９０万円の増額をお願いするものであります。また、

教育債では、図書館中央館の空調設備設置工事の事業精査に伴う３０万円の減額と、蒲生野

中学校の通級指導教室改修工事により１５０万円の増額を行うものであります。

次に、過疎対策事業債につきましては２２０万円を増額し、補正後の限度額を３億８６０

万円としております。土木債における道路新設改良事業につきまして、国庫支出金の確定に

伴う事業精査等により増額をお願いするものであります。

次に、緊急防災・減災事業債につきましては４，２５０万円を増額し、補正後の限度額を

１億６，２３０万円としております。土木債における道路改良事業につきまして、生活道路

における通行安全確保のための道路改良工事等の増額によるものであります。

次に、臨時財政対策債につきましては８２０万円を減額し、補正後の限度額を３，０８０

万円とすることをお願いしております。令和５年度発行額の確定を受け減額をお願いするも

のであります。

次に、８ページ、一般会計出資債につきましては、新たに５９０万円の計上をお願いして

おります。水道事業会計への出資分として借入れを行うものであります。

以上、地方債合計で５，６４０万円を増額し、補正後の限度額を８億１００万円といたし

ております。うち、交付税の算入は約７０％の５億５，７００万円余り算入される見込みで

あります。

次に、補正予算の主な項目について説明をさせていただきます。

事項別明細書の１１ページをご覧ください。

まず、歳出でございますが、各費目を通じまして、人件費関係全般につきましては４月の
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人事異動に伴う精査を行っております。

初めに、１１ページから１２ページまでの下段、２款、総務費、１項、総務管理費、５目、

財産管理費の財政調整基金積立事業では、地方財政法に基づく積立金として財政調整基金に

１億１，６２０万円の計上をお願いするものであります。

次に、１３ページから１４ページまでの１１目、地域振興事業費の移住促進事業では、移

住促進住宅の改修補助分を１０件から１３件に増やすなど今年度の見込み分を精査し、明日

のむら人移住促進事業補助金に４２０万円の計上をお願いするものであります。

次に、１７ページから１８ページまでの４款、衛生費、１項、保健衛生費、３目、予防費

の新型コロナワクチン予防接種事業では、国庫支出金の翌年度精算に伴う返還金の発生によ

り、国・府支出金等返還金に２，９２８万９，０００円の計上をお願いするものであります。

同じく、衛生費の６目、保健センター管理費の保健センター管理事業では、令和５年３月

議会におきまして繰越明許費で予算計上をお世話になりました瑞穂保健福祉センター受変電

設備改修工事につきまして、資材の物価高騰により繰越予算では対応できないこととなった

ため、今回、測量設計監理業務等委託料に９９万円、瑞穂保健福祉センター改修工事に１，

０１９万７，０００円の計上をお願いし対応を図るものであります。

次に、１９ページから２０ページまでの中ほど、６款、農林水産業費、１項、農業費、３

目、農業振興費の京の地域生産応援事業に１５３万９，０００円の計上をお願いしておりま

す。黒大豆やソバなどの京の特産物を実需者と結びつけながら生産拡大や品質向上を図るた

め、機械の導入を支援するものであります。

次に、２１ページから２２ページまでの上段、２項、林業費、２目、林業振興費では、ホ

ンシメジやハタケシメジなどの特用林産物の安定した生産体制の構築、町内の経済循環の促

進及び林業就業者の育成を図るため、町内の林業事業体等が間伐作業により伐採した原木を

搬出し、特用林産物の生産施設に運搬する経費を支援する森林資源循環利用促進事業に２１

０万円を計上するとともに、京丹波町内の林地から間伐作業により伐採し、搬出した原木を

購入する経費を支援する間伐材活用支援事業に１２５万円の計上をお願いしております。

同じく、林業振興費では、温室効果ガス排出量の効果測定による森林吸収系カーボンクレ

ジットの創出、販売が、今後森林を多く所有する地域において取組が進められようとしてい

ることから、町内面積の８３％を森林が占める本町においても、いち早くその取組が必要で

あることから、本年度カーボンクレジット導入に係る調査研究経費として、カーボンクレジ

ット創出調査研究事業に２９９万２，０００円の計上をお願いしております。

次に、２３ページから２４ページまでの上段、８款、土木費、２項、道路橋りょう費、３
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目、道路新設改良費の道路新設改良事業に４，３５０万円の計上をお願いしております。本

年度における社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）の確定に伴い精査を行うととも

に、生活道路における通行安全確保のため測量設計監理業務等委託料に１，３００万円を、

道路改良工事に３，０５０万円をそれぞれ計上し、対応を図るものであります。

同じく、土木費の６項、住宅費、１目、住宅管理費の町営住宅維持管理事業に３５０万円

の計上をお願いしております。修繕料１４６万９，０００円を、給湯器取替えに係る町営住

宅維持改修工事に２０３万１，０００円をそれぞれ計上し、適正な維持管理を図っていくも

のであります。

次に、下段の１０款、教育費、１項、教育総務費、２目、事務局費の学校適応支援推進事

業に１１３万２，０００円の計上をお願いしております。児童生徒の日常生活、集団生活上

の困難等に対応した学校での学びの居場所としまして、校内型の適応指導教室を各校の教育

活動、教育相談や支援の体制を生かしての取組に必要な経費として、講師等報償に９５万８，

０００円を、消耗品に１５万４，０００円を、施設使用料に２万円を計上しております。

次に、２５ページから２６ページまでの中ほど、３項、中学校費、１目、学校管理費の中

学校一般管理事業に１５６万円の計上をお願いしております。学校でのもう一つの居場所と

学びの場の設置といたしまして、蒲生野中学校の通級指導教室の改修に係る経費の計上を行

うものであります。

次に、２７ページから２８ページまでの６項、１目、学校給食費の学校給食事業に１３３

万７，０００円の計上をお願いしております。「食の町」京丹波、フードバレーならではの

取組といたしまして、地域食材の活用として味夢くんランチの提供や、福島県双葉町や十文

字学園女子大学との食を通じた交流、生産者、企業、須知高校等と連携した学びにつながる

給食を実施するなど、人を育て、まちづくりにつながる給食事業を展開するものであり、委

員等報償に１１万円を、賄材料費に１２２万７，０００円をそれぞれ計上しております。

以上が歳出でございます。

戻っていただきまして、事項別明細書の５ページ以降をお願いいたします。

次に、歳入でございます。

初めに、歳入の１款、町税でございますが、２項、１目、固定資産税の償却資産におきま

して、収入見込み等により２，４８５万４，０００円の増額を行うものであります。

次に、１１款、１項、１目、地方特例交付金でございます。本年度における交付額の確定

に伴いまして５万７，０００円の増額を行うものであります。

次に、１２款、１項、１目、地方交付税でございますが、本年度における普通交付税の確
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定に伴いまして８，９３２万２，０００円を減額するものであります。当初予算では４５億

５，０００万円と見込み計上しておりましたが、算定後の普通交付税額は、当初見込みと比

べて２．０％の減、交付額は４４億６，０６７万８，０００円となったところでございます。

なお、令和４年度実績と比較しますと１億３，０５４万１，０００円、２．８％の減とな

りました。主な要因といたしましては、基準財政需要額におきまして、個別算定経費の保健

衛生費や農業行政費など当初見込みと比べまして約７，０００万円が減額したところであり

ます。

また、普通交付税は、自治体が賄えない財源を補う仕組みで、税収や各種交付金が増える

と交付税は減ることになりますが、基準財政収入額におきましても、固定資産税の償却資産

が当初見込みと比べまして約２，０００万円増額となったところでございまして、これらの

数値を基に本年度の交付額が算定されたところであります。

次に、１６款、国庫支出金、２項、国庫補助金、４目、土木費国庫補助金では、社会資本

整備総合交付金（防災・安全交付金）に９０万２，０００円を計上しております。本年度に

おける交付額の確定に伴うものであります。

次に、７ページから８ページまでの上段、１７款、府支出金、２項、府補助金、１目、総

務費府補助金では、移住促進事業補助金に２１０万円を計上しております。移住促進住宅の

改修補助などの明日のむら人移住促進事業補助金の財源となるものであります。

４目、農林水産業費府補助金では、京の地域生産応援事業補助金ということで、京の特産

物の維持拡大を図るための機械の導入支援に充当する補助金として１５３万９，０００円を

計上しております。

また、８目、教育費府補助金の子どもの教育のための総合交付金に５７４万８，０００円

を計上しております。地域の実情に応じた特色ある取組や他の市町村のモデルとなる取組へ

の支援として、令和５年度に新たに新設された京都府の交付金でありますが、学校適応支援

推進事業、学校給食事業及び会計年度任用職員人件費（パートタイム）の財源とするもので

あります。

次に、１８款、財産収入、１項、財産運用収入、１目、財産貸付収入の土地貸付料では、

丹波地域開発株式会社と契約をしております商業集積施設運営事業用地等につきまして、令

和５年４月１日時点の不動産鑑定評価額に基づく算定により３１４万１，０００円を増額計

上するものであります。

次に、２０款、繰入金、２項、基金繰入金では、５目、森林環境譲与税基金繰入金につき

まして、森林資源循環利用促進事業、間伐材活用支援事業及びカーボンクレジット創出調査
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研究事業の財源として６３４万２，０００円を計上するものであります。

次に、７ページから１０ページまでにわたりまして、２１款、１項、１目、繰越金では、

前年度繰越金の確定によりまして１億８，２２０万８，０００円を計上しております。

次に、２２款、諸収入、５項、５目、雑入では、１節、消防団員等公務災害補償基金等受

入金として災害補償費受入金に３０万円を計上するとともに、２節、雑入では、消防団の安

全装備品、防火衣の整備に係る財源として、消防団員安全装備品整備等助成金に１６１万１，

０００円を計上しております。

また、過年度分後期高齢者医療給付費負担金返還金として９７２万６，０００円を計上し

ております。

次に、２３款、１項、町債につきましては、総額で５，６４０万円の増額をお願いするも

のであります。冒頭、第２表の地方債補正で説明させていただいた内容に基づき、必要な補

正をお願いするものであります。

戻りまして、７ページから８ページまでの下段、２０款、繰入金、２項、基金繰入金、１

目、財政調整基金繰入金でございます。今回、４，４８３万４，０００円を計上いたしてお

りまして、事業費に不足します部分につきまして、本財政調整基金からの繰入れを見込んで

いるところでございます。

また、その他各種の特定財源につきましても、それぞれ精査を行い、必要な補正をお願い

しております。

以上、議案第５５号 一般会計補正予算（第４号）の補足説明といたします。ご審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 岡本福祉支援課長。

○福祉支援課長（岡本明美君） それでは、議案第５６号 令和５年度京丹波町介護保険事業

特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして、補足説明を申し上げます。

歳出から説明をさせていただきます。

事項別明細書の７ページから８ページの歳出をお願いいたします。

最初に、２款、保険給付費では、後ほどご説明させていただきます歳入で計上しておりま

す前年度繰越金の確定等に伴う財源振替のみを計上させていただくものでございます。

３款、地域支援事業費、１項、一般介護予防事業費では、介護リスクの有無に関わらず、

誰でも参加いただける体操教室の実施回数を増加したことに伴い、会計年度任用職員人件費

の増額が見込まれることから１１３万５，０００円を計上しております。

次の２項、介護予防・生活支援サービス事業費では、１枚おめくりいただきまして、通所
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型サービス事業として実施をしておりますすこやか体操教室について、参加人数が減少傾向

にあることから実施回数を集約し実施することとし、従事する会計年度任用職員人件費の精

査をさせていただき、１６４万６，０００円の減額を計上させていただいております。

４項、包括的支援事業・任意事業費では、成年後見制度の啓発等に係る研修会等の講師謝

礼等を５万円計上するとともに、生活支援コーディネーター設置事業委託料につきましては、

社会福祉協議会に対し人件費相当額の８５％を支出しているもので、人事異動に伴い７６万

４，０００円の増額を計上しております。

６款、諸支出金では、令和４年度分の国の介護給付費負担金等の返還金として８，８５３

万９，０００円を計上しております。

続きまして、ページを戻っていただきまして、５ページから６ページの歳入をお願いいた

します。

歳入では、歳出に計上いたしました地域支援事業費の増額等に合わせ、３款、国庫支出金、

４款、支払基金交付金、５款、府支出金、７款、繰入金、１項、一般会計繰入金、２目、地

域支援事業繰入金において、関連する特定財源の見直しを行っております。

１つ飛びまして、８款、繰越金では、前年度繰越金の確定により７，６０２万３，０００

円を追加させていただくとともに、前後いたしますが、介護給付費準備基金繰入金に１，２

５９万９，０００円を計上し、収支の均衡を図ることとしております。

なお、補正後の予算ベースで令和５年度末基金残高は、２億６，８０９万８，０００円を

見込んでおります。

以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますようよろ

しくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 豊嶋医療政策課長。

○医療政策課長（豊嶋浩史君） 続きまして、老人保健施設サービス勘定の補足説明を申し上

げます。

最初に、事項別明細書７ページをお願いいたします。

歳出の主なものにつきまして、ご説明させていただきます。

今回の補正は、１款、総務費、１目、一般管理費を６４４万７，０００円減額させていた

だくものであります。

主なものとしましては、一般管理事業では、施設故障等の修繕のため修繕料を８１万４，

０００円の増額。また、一般備品について、入札により特殊浴槽等の金額が確定したことに

よりまして２９９万円の減額。また、会計年度任用職員人件費、こちらフルタイムでござい
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ますけれども、雇用人員の変更等によりまして７３万３，０００円を減額。会計年度任用職

員人件費、こちらパートタイムでございます。看護師１名の退職等によりまして３５９万８，

０００万円の減額計上をお願いするものでございます。

５ページに戻っていただきまして、歳入をご覧ください。

３款、繰入金は、全体を精査した結果から収支の均衡を図るため６５４万５，０００円の

減額。

４款、繰越金は、前年度繰越金の確定により９万８，０００円の増額計上でございます。

以上、簡単でございますが、補足説明とさせていただきます。何とぞご審議いただき、ご

賛同を賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 堀内上下水道課長。

○上下水道課長（堀内浩二君） 議案第５７号 令和５年度京丹波町下水道事業特別会計補正

予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。

まず初めに、歳出からご説明申し上げます。

事項別明細書の７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費では、人事異動に伴う人員の変更に

伴い１，２３３万７，０００円を増額するものでございます。

次に、２款、下水道費、１項、農業集落排水費、１目、施設整備費では、令和６年度に竹

野処理区で実施予定の補助事業の要件として、費用対効果費用算定委託業務を前年度におい

て実施する必要があることから、委託料１８４万８，０００円の増額をお願いしているとこ

ろです。

同じく、工事請負費では、梅田地区、竹野地区等で汚泥引抜ポンプ等の取替工事費として

６２９万１，０００円の増額をお願いしております。

次に、２目、施設管理費では、需用費で移動式脱水車と各所の中継ポンプのフロートスイ

ッチ等の修繕費として４１１万８，０００円、須知処理場内の立木伐採委託料として２５万

１，０００円、各所の舗装修繕工事費として５８万３，０００円の増額をお願いしておりま

す。

次に、２項、公共下水道費、１目、施設整備費では、大朴川、府道等の占用申請に係る測

量設計監理業務等委託料として２６８万８，０００円。令和５年度町道井壁谷線（第３工区）

道路改良工事に係る制御盤挿管の移設、各所の中継ポンプの更新、上豊田浄化センターの汚

泥ポンプ取替え等、緊急を要するものとして工事請負費に１，５８７万５，０００円を見込

んでおります。
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次に、２目、施設管理費では、瑞穂浄化センターの電圧関係機器、漏電警報機、また各所

の中継ポンプのフロートスイッチ等の修繕料として１５３万８，０００円。水戸浄化センタ

ーの汚泥引き抜き回数の増加と汚泥処分単価の見直しに伴う手数料の増額として８９万８，

０００円。上豊田浄化センター内の立木伐採委託料として３３万７，０００円を見込んでお

ります。

次に、３款、公債費、１項、公債費、２目、利子で、令和４年度債の借入利率の確定によ

り、農業集落排水事業分１６万８，０００円と公共下水道事業分１１万３，０００円、合わ

せて２８万１，０００円の減額をお願いするものでございます。

次に、歳入でございますが、５ページにお戻りください。

５款、繰入金では、一般会計繰入金を２，３９５万７，０００円増額するもので、内訳と

いたしましては、農業集落排水事業分として１，２８３万９，０００円の増額。特定環境保

全公共下水道事業分として９９１万９，０００円の増額。また、浄化槽市町村整備推進事業

分として１１９万９，０００円の増額となっております。

次に、６款、繰越金では、前年度の繰越金が確定したため、３万２，０００円を減額する

ものでございます。

次に、７款、諸収入では、令和５年度町道井壁谷線（第３工区）道路改良工事に係る制御

盤挿管移設の補償費として、３１５万８，０００円を増額しております。

８款、町債では、施設整備費に係る下水道事業債として、農業集落排水事業分６４０万円、

特定環境保全公共下水道事業分１，３００万円、合計１，９４０万円の増額をお願いするも

のです。

以上、簡単ではございますが、議案第５７号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 豊嶋医療政策課長。

○医療政策課長（豊嶋浩史君） 議案第５８号 令和５年度国保京丹波町病院事業会計補正予

算（第１号）の補足説明を申し上げます。

まず、資本的支出をご説明させていただきます。

明細書１ページ、２ページ下段、１款、京丹波町病院資本的支出をご覧ください。

１目、有形固定資産購入費におきまして、経年劣化が顕著であります電話機器更新につい

て、医師住宅新築工事の契約に伴い、現計予算が不足することとなったため１，７１６万円

を。院内へ一定温度の給湯をするための施設設備について、電気コイルヒーターをヒートポ

ンプユニットへ更新するため１８７万円を。設置から１６年経過した経年劣化の進んだ厨房
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冷蔵庫の更新として１２２万１，０００円を。突発的な機器故障対応のため１６２万円の増

額でございます。

続いて、２款、和知診療所資本的支出をご覧ください。

１目、有形固定資産購入費におきまして、健診や診察に使いますＸ線透視診断装置の不具

合が生じている管球、こちらはＸ線を発生させる部品でございますが、これを交換するため

２５３万円。新型コロナウイルス感染者の診察のため必要なクリーンパーティションの購入

に５２万８，０００円の増額をそれぞれお願いするものでございます。

次に、資本的収入をご説明申し上げます。

明細書同ページ上段、１款、京丹波町病院資本的収入をご覧ください。

３項、補助金、１目、府補助金におきまして、新型コロナウイルス感染者に入院いただく

ための施設整備に要する経費に係ります補助金について７６万１，０００円の増額を。

続いて、２款、和知診療所資本的収入をご覧ください。

２項、補助金、１目、府補助金におきまして、新型コロナウイルス感染者を診察するため

の施設整備に要する経費に係ります補助金について４１万円の増額をそれぞれお願いするも

のでございます。

この支出に対する収入不足額２，３７５万８，０００円は、過年度分損益勘定留保資金に

て補塡いたします。

以上、簡単ではありますが、補足説明とさせていただきます。何とぞご審議いただき、ご

賛同賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 堀内上下水道課長。

○上下水道課長（堀内浩二君） 議案第５９号 令和５年度京丹波町水道事業会計補正予算

（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。

１２ページ、１３ページの予算明細書をご覧ください。

まずは、収益的勘定の収益的収入及び支出につきまして、ご説明申し上げます。

最初に、下段の収益的支出をご覧ください。

１款、水道事業費用、１項、営業費用、４目、総係費について、１５万３，０００円の減

額をお願いするものでございます。

内訳といたしましては、職員８名と会計年度任用職員２名分の人件費につきまして、人事

異動等により精査したものでございます。

次に、上段の収益的収入をご覧ください。

１款、水道事業収益、２項、営業外収益、２目、他会計補助金について、一般会計繰入金
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を基準により精査し３９８万１，０００円減額するものでございます。

次に、１４ページ、１５ページをご覧ください。

資本的勘定の資本的収入及び資本的支出について、ご説明いたします。

下段の資本的支出をご覧ください。

１款、資本的支出、１項、建設改良費、１目、施設整備費について、法定福利費に４６万

９，０００円の増額をお願いしております。こちらも人事異動に伴い、職員共済組合負担金

を精査したものでございます。

次に、工事請負費に６，０００万円の増額をお願いしております。こちらは、本年６月に

畑川浄水場内の原水流入流量計の故障を発端として発生した配水池からの越水事故対策とし

て場内整備を行うものでございます。当該越水事故により、浄水場西側隣接地の植生浸食や

倉庫への浸水があり、隣地所有者への謝罪、植生等の賠償を実施しております。最終的に越

水まで至った要因といたしましては、配水池のオーバーフロー管の整備が未完了であったこ

と、また、越水事故直前に長雨が続いており、場内の未舗装部の土中にかなりの雨水が貯留

されていた可能性があることなどが考えられますので、当初の畑川浄水場整備計画に従って、

オーバーフロー管や側溝の設置、場内の舗装等を実施するものでございます。

次に、上段の資本的収入をご覧ください。

１款、資本的収入、１項、企業債として６，０００万円の増額をお願いしておりますが、

こちらは畑川浄水場内の場内整備工事に係る水道事業債の借入れ分を見込んでおります。

次に、３項、補助金、１目、府補助金として７万４，０００円増額しておりますが、これ

は府補助金額の確定によるものでございます。

同じく、２目、他会計補助金では、３２万円の増額をお願いしております。こちらも人事

異動に伴い、一般会計繰入金を精査したものでございます。

次に、５項、出資金において５９９万４，０００円の増額をお願いしております。こちら

は耐震化事業に係る一般会計出資金として、一般会計出資債相当額を見込んでおるものでご

ざいます。

以上、簡単ではございますが、議案第５９号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 補足説明の途中でございますが、これより暫時休憩に入ります。再開

は１０時３５分とします。

休憩 午前１０時２０分

再開 午前１０時３５分
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○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続いて会議を再開いたします。

樹山会計管理者。

○会計管理者（樹山敬子君） 認定第１号 令和４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定

についてから、認定第１５号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定についてま

で、それぞれ決算書に沿い主なものについて補足説明を申し上げます。

説明が少し長くなりますことをお許しください。

それでは、初めに、認定第１号 令和４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算です。

１ページ、実質収支に関する調書をお開きください。

令和４年度一般会計決算額は、歳入総額１１５億５，２７２万９６２円で、前年度に比べ

１７．４％の減、歳出総額１１２億６，７７１万２，６９５円で、前年度に比べ１７．１％

の減となりました。歳入歳出差引額は２億８，５００万８，２６７円で、翌年度に繰り越す

べき財源５，２８０万円を差し引いた実質収支額は２億３，２２０万８，２６７円となりま

した。

次に、１２ページからの事項別明細書をご覧ください。

それでは、歳入の主なものについて収入済額を中心に説明をいたします。予算額、調定額

等は割愛させていただきます。

１款、町税は、１７億５，４５３万３，６４７円で、前年度に比べ１．８％の増となりま

した。１項、町税のうち、町民税は５億９，３４６万７６６円で、前年度に比べ０．９％、

５４２万８，０１２円の増、個人町民税においては、所得割は増加をいたしましたが、退職

分離分が大きく減となったことから、１８５万６，８８８円減となりました。また、法人町

民税においては、過年度分の申告や税割額の高い比率を占める企業が増加したことにより、

７２８万４，９００円の増となりました。

２項、固定資産税は、１０億６５４万１，５０２円で、前年度に比べ２％、１，９７１万

３，５４８円の増、償却資産については、３，７１４万７，５５２円の増、滞納繰越分につ

いては、前年度は新型コロナウイルス感染症に伴う徴収猶予特例制度により納期限延長分の

全額納付があったことから、３，０００万円を超える収入がありましたが、令和４年度につ

きましては、３９１万７０２円となりました。

３項、自動車税は、６，７８０万５，４９５円で、前年度に比べ４．７％、３０４万５，

１２４円の増となりました。

４項、町たばこ税は、８，６７２万５，８８４円で、前年度に比べ４．３％の増となりま

した。
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１３ページ上段に戻っていただきまして、町税の収入未済額は５，７５８万５，７４５円

で、前年度に比べ１６３万８，７９６円の増となりました。不納欠損額は４５７万７，９７

５円で、前年度に比べ４５万３，６０４円の減。個人町民税１３人、法人町民税１件、固定

資産税１０８人、軽自動車税４５人について、地方税法に基づき処理をいたしました。

町税全体の徴収率は９６．６％で、前年度と同数値となりました。

なお、現年課税分は９９．２％でした。

１２ページの下段、２款、地方譲与税は１億２，９３４万４，０００円で、前年度に比べ

５．２％の増。

１４ページ、３款、利子割交付金は５０万９，０００円で、前年度１０８万１，０００円

でしたので、前年度に比べ５２．９％の減。

４款、配当割交付金は１，０００万５，０００円で、前年度に比べ４．５％の減。

５款、株式等譲渡所得割交付金は６９３万１，０００円で、前年度に比べ４２．９％の減

となりました。

６款、法人事業税交付金は、都道府県税として納入された法人事業税の一部を市町村の財

政運営の安定化に寄与するため、令和２年度から新たに交付されたもので、前年度より５２

６万円増の２，８９４万８，０００円の交付がありました。

７款、地方消費税交付金は３億８７４万７，０００円で、前年度に比べ１．９％の減。

１６ページ、８款、ゴルフ場利用税交付金は６，７４０万５，３８０円で、前年度に比べ

１．８％の増。

９款 自動車取得税交付金は３７万４，６８０円で、前年度に比べ３６万７，９１６円の

増となっています。

１０款、環境性能割交付金につきましては旧自動車取得税交付金に代わるもので、令和４

年度においては１，７８６万１，０００円の交付があり、前年度比４７％の増となりました。

１１款、地方特例交付金につきましては４８４万９，０００円で、令和４年度につきまし

ては新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金が皆減となりましたので、前

年度に比べ３，５０７万７，０００円の大幅な減となりました。

１２款、地方交付税は５２億３，８５６万２，０００円、そのうち普通交付税は４５億９，

１２１万９，０００円で、前年度に比べ２．５％の減。特別交付税は６億４，７３４万３，

０００円で、前年度に比べ５．７％増。全体では１．５％、８，２３３万４，０００円の減

となりました。

１３款、交通安全対策特別交付金は１７６万４，０００円で、前年度に比べ４５万９，０
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００円の減。

１８ページ、１４款、分担金及び負担金は８４７万４，７２９円で、前年度に比べ３６．

４％の減となりました。減となった主な要因については、２項、１目、民生費負担金、こど

も園負担金の広域入所負担金が前年度に比べ約２３４万円減ったこと、また、農林水産業費

負担金でケーブルテレビ事業が民営化となり、新規の加入に係る工事負担金等が発生しなか

ったことにより減となりました。

下段、１５款、使用料及び手数料は１億４３１万２，３８４円で、前年度に比べ４６％の

減。このうち、１項、使用料、２０ページ、３目、農業水産業使用料、２節、農村多元情報

施設使用料において、ケーブルテレビの民営化移行により９，５９２万５，６２３円の大幅

な減となりました。

２２ページ下段、１６款、国庫支出金は１１億７，６５８万８，４２７円で、前年度に比

べ１２．８％の減。前年度交付を受けました新庁舎建設に係るサステナブル建築物等先導事

業補助金１億２，９６６万８，０００円の減等によるものです。

また、昨年の７月豪雨により多くの被害が出たことから、２４ページ、１項、国庫負担金、

３目、災害復旧費国庫負担金として４，１５５万８９２円の交付があったところです。

続きまして、２６ページ下段から、１７款、府支出金は７億８，０００万５，２１８円で、

前年度に比べ９．８％の増となりました。

２項、府補助金、３０ページ、４目、農林水産業費府補助金、１節、農業費補助金では、

前年度比３，１８９万１９３円増の計２億５，９１５万６７１円の交付を受けました。

３２ページ、７目、消防費府補助金では、消防自動車更新により地域防災力総合支援事業

補助金４６９万３，０００円、また、３項、２目、農林水産業費府委託金、２節、林業費委

託金では、災害に強い森づくり事業委託金１，７００万円を受け事業を実施したところです。

３４ページ、１８款、財産収入は９，９６６万１，２２０円で、前年度に比べ１４．２％

の減。２項、財産売払収入、１目、不動産売払収入、２節、立木売払収入が前年度に比べ約

１，６５０万円減の１，９７３万９，３５７円となりました。

３６ページ、１９節、寄附金では２億２，７２１万９，２４８円で、前年度に比べ６８．

６％の大幅な増加となりました。１項、１目、２節、総務費寄附金、ふるさと応援寄附金は

１万２，９８４件の２億２，１８６万７，９９８円で、前年度よりも９，１５８万３，９９

８円の増となりました。企業版ふるさと応援寄附金は１件、４７０万円となっています。

２０款、繰入金は２億６，９４３万６，７７２円で、前年度に比べ３８．１％の減。２項、

２目、振興基金繰入金では１億円を全体的なまちづくりに必要な施策への充当財源として繰
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り入れています。また、ふるさと応援寄附金基金繰入金では１億３，０２９万３，０００円

を繰り入れ、子育て支援、安心安全なまちづくり等、寄附をいただいた方の意向に沿った各

事業に充当をしております。

３８ページ、２１款、繰越金は、令和３年度繰越事業財源分の３，１７０万円を含め、３

億９，７１７万４，３０９円で、前年度に比べ１４．６％の増となっています。

２２款、諸収入は１億６，４６１万４，９４８円で、前年度に比べ１７．６％の増。

収入の最後、４２ページ、２３款、町債は総額で７億５，５４０万円で、前年度に比べ２

１億４，６３０万円の大幅な減となりました。前年度は新庁舎整備事業債や認定こども園整

備事業債、ケーブルテレビ民営化推進事業債などの借入れを行いましたが、事業完了に伴い

大きく減となったものです。

以上、一般会計歳入の説明といたします。

続きまして、歳出です。

主なものについて、予算額、不用額等は割愛させていただき、支出済額を中心に説明をい

たします。

また、各会計における人件費の状況は、別冊の事業報告書に掲載しておりますので、説明

は省略させていただきます。

それでは、事項別明細書４８ページをご覧ください。

１款、議会費は９，３７３万１，７６３円で、前年度に比べ２７３万４，１６２円、３％

の増となりました。

１２節、委託料では、タブレット端末利用のためのネットワークシステム構築に係るシス

テム改修委託料に４１３万４，３５０円。

１７節、備品購入費では、３００万４，６５０円でタブレット端末を購入し運用が開始さ

れました。

２款、総務費は１９億４，０４４万５，２８５円で、前年度に比べ１０億９，４８４万８，

５９５円、３６．１％の減となりました。減となった主な要因は、新庁舎整備事業費の減に

よるものです。令和５年度への繰越額は１，７００万２，０００円となっています。総務費

の主なものは、１項、総務管理費、１目、一般管理費では、５４ページ、２４節、積立金で、

令和４年度に寄附を受けたふるさと応援寄附金２億２，１８６万７，９９８円から７月豪雨

支援費充当分２１６万円を除き、利子を加えた２億１，９７１万４，０００円をふるさと応

援寄附金基金に積み立てました。

５６ページ、５目、財産管理費、１４節、工事請負費では、旧上豊田保育所下山分園解体
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撤去工事に３，８０２万８，１００円、また、町有施設維持改修等整備工事では、７月豪雨

により浸水した旧明俊小学校グラウンドの復旧改修工事等１，１４０万４００円を支出いた

しました。

５８ページ、２４節、積立金では、減債基金積立金１億１万円、財政調整基金積立金８，

３０８万１，０００円など各基金に合計２億５，３４３万円を積み立てました。

６目、企画費、１２節、委託料では、京丹波町総合計画後期計画策定に向け、総合計画策

定業務委託料３８５万円、観光、移住、ふるさと応援寄附金等の外需獲得等、タウンプロモ

ーション戦略策定に向けた基礎調査のため、プロモーション業務委託料として１４３万３，

０３６円を支出いたしました。

また、１８節、負担金、補助及び交付金では、３年ぶりに開催された京都丹波ロードレー

ス大会に運営補助金６０万円を、めくっていただきまして次のページ、須知高校振興対策交

付金１３０万円等を支出いたしました。

７目、支所費では、６２ページ、１４節、工事請負費で、瑞穂支所の瑞穂保健センターへ

の移転のための施設改修工事に係る１，８０８万５，１００円と、町有施設維持改修等整備

工事に２，１３０万５，２７６円を支出いたしました。

９目、諸費では、７節、報償費で、京丹波町休業要請対象者支援給付金として１，０００

万円。１２節、委託料では、グリーンランドみずほ管理運営委託料など２，２１６万円を支

出いたしました。

めくっていただきまして、１８節、負担金、補助及び交付金では、街灯（防犯灯）のＬＥ

Ｄ化などに街灯設置補助金１２８万円を交付いたしました。２１区、１１４か所で整備が図

られました。

１０目、交通対策費では、１８節、負担金、補助及び交付金で、町営バス利用促進助成金

に３０万６，９００円、高齢者運転免許講習実施支援事業補助金に１７０万５，０００円、

２７節、繰出金では、町営バス運行事業特別会計へ１億９７５万円を繰り出しました。

１１目、地域振興事業費では、６６ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、移住促

進事業として、空き家の有効活用により地域の活性化を図るため、明日のむら人移住促進事

業補助金として１２件、５１０万円、区等が行う集会所や運動施設整備等に対して１９区に

地域にぎわいづくり補助金４８０万１，０００円、また、令和４年度から新たに新婚世帯を

対象に住宅購入や賃料等の費用を助成する新婚世帯支援事業補助金に３件、１３３万３，０

００円を支出いたしました。

１２目、電算管理費では、１２節、委託料で、職場の働き方改革、新型コロナウイルス感
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染症の対策等として、テレワーク環境整備業務に２，８７９万７４０円ほか、システム改修

委託料として合計５，０５３万４，５５０円を支出いたしました。

６８ページ、２項、徴税費、１目、税務総務費では、めくっていただきまして７０ページ、

２２節、償還金、利子及び割引料で、過誤納返還金３５３万４，４７６円を支出。前年度に

比べ１７３万６，０７７円の減となりました。

２目、賦課徴収費では、７２ページ、１２節、委託料で、令和６年度固定資産税の評価替

えに向けた３か年にわたる固定資産宅地評価見直業務委託料として７１２万８，０００円を

支出。１８節、負担金、補助及び交付金で、京都地方税機構負担金として６８０万９，０２

２円を負担いたしました。

３項、１目、戸籍住民基本台帳費では、７４ページ、１２節、委託料で、システム改修委

託料として、住民票の写しと印鑑登録証明書のコンビニ交付のための住民情報システム改修

業務などに計１，０７４万９，５００円を支出いたしました。

４項、選挙費では、７６ページ、３目、参議院議員通常選挙費として１，７６３万８，０

９８円。４目、京都府知事選挙費で１，００１万１，４８９円。７８ページ、５目、京都府

議会議員選挙費で３３０万８，６０４円を支出いたしました。

次に、８０ページ下段、３款、民生費は２４億６，８８６万２，５２７円で、前年度に比

べ９億６，１９２万６，４５６円、２８％の減となりました。主な要因といたしましては、

認定こども園整備が完了したことによるものです。

１項、社会福祉費、１目、社会福祉総務費では、８２ページ下段、１８節、負担金、補助

及び交付金で、民生児童委員活動補助金１，０５４万３，６２７円、社会福祉協議会専任職

員等補助金３，３６７万９，０００円、町内事業所の福祉人材確保対策事業として、介護福

祉士資格取得講習等受講料等助成金は２１件、７８万１，０００円、社会福祉法人等介護人

材確保支援事業助成金は５件で１０３万３，０００円など各種補助金を交付いたしました。

また、生活・暮らしへの支援として住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金については

３２９世帯に３，２９０万円を、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金では２，０

３４世帯に１億１７０万円を支出いたしました。また、社会福祉施設等に対する物価高騰対

策支援金は２９件、６５１万１，６１６円を支出いたしました。

２７節、繰出金では、１億２，３７２万６７８円を国民健康保険事業特別会計へ繰り出し

ました。

３目、障害者福祉費では、８６ページ、１２節、委託料で、共同作業所運営委託料１，８

１１万３，８４９円。令和６年度の障害者福祉計画の見直しに向けて障害福祉計画等策定業
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務委託料として２８６万円。重症心身障害者通院通所支援事業委託料５７７万３，２１０円。

聴覚言語障害センター事業委託料４４５万６，６００円。日中一時支援事業委託料７９０万

４，６２２円をはじめ、障害者の地域生活をサポートする各種事業等の委託料として、合計

で５，１７５万７，４５０円を支出いたしました。

１９節、扶助費では、重度心身障害老人健康管理事業給付費２，４７３万２，５５４円。

心身障害者医療給付費５，１４６万３，９０４円。障害者自立支援給付費４億２，９５９万

３，２３７円など、合計で前年度より１，７９８万１，９９６円増の５億４，１９２万４，

８２２円となりました。

４目、老人福祉費では、１２節、委託料で、延べ２，７４１人の利用があった在宅高齢者

の生活を支援する外出支援サービス事業委託料に８６１万４，６９０円や、延べ１，４９１

人の利用があった食の自立支援サービス事業委託料１，４８４万５，８３０円など、合計２,

３７５万７，２８４円を支出いたしました。

１８節、負担金、補助及び交付金では、シルバー人材センター運営補助金に７００万円。

後期高齢者医療広域連合に対し後期高齢者医療共通経費負担金として５９３万８，５８６円。

後期高齢者医療給付費負担金２億２，３３０万１９１円など支出いたしました。

９０ページ、２７節、繰出金では、合計４億４，５７１万１，２５２円を支出いたしてお

ります。そのうち、介護保険事業特別会計の事業勘定と老人保健施設サービス勘定へ３億６，

５０２万４，５３５円。後期高齢者医療特別会計へ事務費分、保険基盤安定分、保健事業分

合わせて８，０６８万６，７１７円を繰り出しました。

２項、児童福祉費では、１目、児童福祉総務費、７節、報償費で、３７人の出産に対する

すこやか祝い金４２５万円。９２ページ、１２節、委託料では、ファミリー・サポート・セ

ンター事業委託料に４６１万４，０００円を支出いたしました。

１８節、負担金、補助及び交付金では、子育て世帯への支援として、住民税均等割が非課

税世帯に対し、子育て世帯特別給付金７５０万円。また、繰越事業である子育て世帯への臨

時特別給付金１３０万円を支出いたしました。

１９節、扶助費では、出生から１８歳までの医療費を助成するすこやか子育て医療給付費

１，４１２万６，３１９円、京都子育て医療給付費５５７万１，７４６円、ページめくって

いただきまして、高校生等医療給付費２３８万３，８３２円のほか、前後いたしますが、９

３ページのほうに戻っていただきまして、児童手当１億２,６３１万円、障害児通所給付費

等扶助費１，５６６万９，５３４円など、合計１億６，５１４万７，２１３円を支出いたし

ました。
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また、９４ページ、２目、母子父子福祉費、１９節、扶助費で、ひとり親家庭医療給付費

として５５３万８，７６０円を支出いたしました。

３目、こども園費では、令和４年度から幼保連携型認定こども園として新たにスタートし

ました３つのこども園の運営に係る経費として、総額４億２，８８２万５，０４３円を支出

いたしました。令和５年３月１日現在の在園児数は２８６人で、そのうち従前の幼稚園利用

児童に相当する教育・保育認定区分１号認定の園児数は２９人でした。

次に、９８ページ、４款、衛生費は１７億４８５万６，５７９円で、前年度に比べ４，８

５９万１，３６９円、２．９％の増となりました。令和５年度への繰越額は６８０万９，０

００円となっています。

１項、保健衛生費では、特定健診をはじめとする各種健診、健康相談事業、新型コロナワ

クチンなどの各種予防接種事業や医療施設の運営に係る経費など、総額７億６，６８８万６，

９４９円を支出いたしました。各種検診は、２目、保健事業費、１０２ページ、１２節、委

託料で、がん検診等も含め検査検診委託料として４，４２５万９，８５４円。また、特定健

診委託料として９９０万８，０５８円をそれぞれ支出いたしました。検診の受診率は２６．

９％でした。令和４年度からウェルネス京丹波事業として実施をしております心の健康相談

支援事業は、月２回の精神保健福祉士の派遣等により相談事業を実施し、委託料としては１

１９万１，６９６円を支出。このウェルネス京丹波事業では、このほか、健康教育や健康相

談等を実施しております。

１８節、負担金、補助及び交付金では、子育て世帯への伴走型支援として、保健師等によ

る相談支援とともに経済的な負担軽減を図るため、妊娠届出時に５万円を支給する出産応援

交付金、出産時に５万円を支給します子育て応援給付金を合わせて４００万円を支出してお

ります。

３目、予防費は、総額１億４,７３１万９，９９１円を支出。そのうち、新型コロナワク

チン予防接種事業に１億１，８８２万９，３８０円を支出いたしました。

続いて、４目、環境衛生費では、１０４ページ下段、負担金、補助及び交付金で、めくっ

ていただきまして次のページ、個人設置浄化槽１０基に対し合併浄化槽設置補助金３４０万

２，０００円や、２７節、繰出金では、浄化槽市町村整備推進事業分として５，１０７万８，

０００円を下水道事業特別会計へ繰り出しました。

５目、診療所費では、１８節、負担金、補助及び交付金で、医療施設への運営に係る経費

として、南丹病院負担金１，８９７万５，０００円。京丹波町病院と各診療所の運営に係る

病院事業会計運営補助金２億８，１１５万円。企業債利子償還金の補助として５９６万２，
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６９８円などを支出。

２３節、投資及び出資金では、企業債元金償還金の財源として２，４５９万８，２０６円

を出資いたしました。

１０８ページ、２項、清掃費では、塵芥処理及びし尿処理費として３億１，４２８万６，

６３０円を支出いたしました。

なお、衛生費から支出いたします船井郡衛生管理組合分担金につきましては、少し戻って

いただきまして１００ページ中ほどの１８節、負担金、補助及び交付金の火葬場維持管理分

９３２万円、また、１０８ページに戻っていただきまして、１８節、負担金、補助及び交付

金、塵芥処理分１億９，５４５万１，０００円、その下、２目、し尿処理費において、し尿

処理分９，３６４万６，０００円で、総額２億９，８４１万７，０００円となりました。

３項、上水道費では、水道事業会計へ運営経費に要する補助金や建設改良に要する出資金

など、６億２，３６８万３，０００円を支出いたしました。

次に、１１０ページ、５款、労働費では、事務経費として４万８，１４２円を支出いたし

ました。

続いて、６款、農業水産業費は１１億７，１３６万９０円で、前年度に比べ３億１，２９

９万２，７６６円、２１．１％の減となりました。令和５年度への繰越額は１億４，８７５

万６，０００円となっています。大きく減となった要因といたしましては、ケーブルテレビ

民営化に伴う維持管理経費等の減及び民営化補助金の減によるものです。

１項、農業費は９億７，４８４万４７６円の支出で、主なものとして１１４ページ、３目、

農業振興費、有害鳥獣対策事業では、７節、報償費で、鹿１，７８７頭、イノシシ２７４頭

などの捕獲に対する有害鳥獣捕獲報償金として４，０９８万８，０００円。クマ対策特別報

償３０万５，８００円。狩猟期の鹿捕獲に対するシカ捕獲強化事業奨励金７４万８，０００

円。１２節、委託料では、京丹波町猟友会への有害鳥獣捕獲委託料２００万円。鳥獣被害防

止緊急捕獲等対策事業委託料２８９万６，０００円。有害鳥獣捕獲員の負担軽減を図るため

の有害鳥獣捕獲個体処理委託料１，３３８万７９６円の支出。１５節、原材料費で、有害鳥

獣被害防止施設資材費７２６万１３２円。１７節、備品購入費で、施設備品として捕獲おり

の購入に１１３万５，２００円。有害鳥獣対策備品として狩猟用ドローンを１６５万円で購

入いたしました。

１８節、負担金、補助及び交付金では、災害対応分を含め電気柵設置など３２団体、個人

１名に対し有害鳥獣被害防止施設設置事業補助金１，０３６万８，０００円など、有害鳥獣

対策事業全体といたしましては８，６０４万４，１７３円を支出いたしました。このほか、
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負担金、補助及び交付金としては、農業機械導入補助金として１３団体に１，１５４万２，

０００円。農業生産条件の不利を補正し、農用地の維持管理を支援する中山間地域等直接支

払交付金は、協定面積９０９ヘクタールを対象に１億９０９万７，９７７円を支出。地域農

業の中心的役割を担う京丹波農業公社と和知ふるさと振興センターに対し農業公社運営補助

金として合わせて３，１０１万円。農業・農村の多面的機能の維持発揮を図るため、地域の

共同活動を支援する多面的機能支払交付金８，３１４万４，０２０円を支出いたしました。

また、今後の農業を担う経営体の育成確保を図るための機械導入に対し、経営体確保・育成

事業補助金として１２経営体に１，１２５万８，０００円。農業次世代人材投資事業補助金

として、新規就農者１１名と１組に対し１，７５９万４，６６８円をそれぞれ交付いたしま

した。また、令和３年の大雪等によるパイプハウスの復旧支援としまして、明許繰越事業、

農業生産施設等緊急復旧対策事業補助金を５件、１，０４１万７，０００円を交付いたしま

した。

１１８ページ、４目、畜産業費では、１８節、負担金、補助及び交付金で、畜産農家と耕

種農家との連携による堆肥の利用拡大や農産物や飼料の生産性の向上を図るため、堆肥づく

りによる土づくり事業補助金５８７万３，４５０円。また、不安定な社会情勢により家畜飼

料費の高騰が続く中、影響を受けた畜産農家を支えるため、家畜飼料費高騰対策支援金２０

件、１，６５６万７，０００円を支出いたしました。

５目、農地費では、１２０ページ、１２節、測量設計監理業務等委託料でため池点検調査

委託料、農業水利施設の長寿命化等の測量設計委託料として、明許繰越事業を含め３，８９

４万６，０００円を支出。１８節、負担金、補助及び交付金では、農林漁業事業補助金とし

て、農道舗装や農業用水路の修繕など２１件に１，２３１万７，０００円を交付いたしまし

た。

２７節、繰出金では、下水道事業特別会計へ農業集落排水事業分として１億９，６４０万

５，０００円を繰り出しました。

７目、農村情報施設管理費では、１２２ページ、１２節、委託料で、ケーブルテレビ設備

撤去業務委託料として、主に瑞穂地区の旧設備の撤去費用として８，６８６万７，０００円

を支出いたしました。また、１２４ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、ケーブ

ルテレビ民営化補助金２，２２０万円を支出いたしました。

次に、２項、林業費は、支出総額１億９，５１３万８，６１４円で、主なものといたしま

しては、１２６ページ、２目、林業振興費、１２節、委託料で、森林境界明確化業務委託料

として９３４万３，４００円。めくっていただきまして次のページ、公有林整備事業委託料



－３７－

として、長瀬で主伐２．４６ヘクタール、質美・西河内で再造林６．０３ヘクタールや２，

６９５．８メートルの防護柵設置などを実施し、４，４４０万２４７円を支出いたしました。

また、１４節、工事請負費では、林道月ヒラ長老線の開設工事に３，７２２万５，６００円

を支出いたしました。１８節、負担金、補助及び交付金では、緑の担い手育成事業補助金に

２３６万９，０００円。丹波くり振興対策として、栗苗購入補助等、栗生産振興対策事業補

助金に７７万２，０００円。特養林産物の安定生産体制の構築や町内の経済循環を図るため、

杉間伐材搬出助成として森林資源循環利用促進事業補助金３１５万円を支出いたしました。

１３０ページ下段、７款、商工費は３億５，７４０万３，４５６円で、前年度に比べ５，

６７４万３，４０８円、１８．９％の増となりました。

１３２ページ、１項、商工費、２目、商工振興費では、１２節、委託料で、地場産品の商

品化と販路開拓や拡大等、基幹産業の活性化を図るため、地域商社ふるさと産品販路開拓支

援事業委託料として１，０００万円を支出いたしました。１８節、負担金、補助及び交付金

では、町内の小規模事業者支援を担う商工会小規模事業経営支援事業補助金に１，９６２万

３，０００円。

めくっていただきまして次のページ、新型コロナウイルス対策である小規模事業者等支援

金を感染防止対策に取り組む２６事業者に、また事業継続対策に取り組む９８業者に、合計

３，０７９万３，０００円を交付いたしました。また、スーパープレミアム商品券事業では、

プレミアム率３０％の商品券の発行による町内での消費喚起、地域経済の循環の促進、町内

事業者支援のため、プレミアム部分相当の９，６６３万９，０００円を支出。発行総額３億

９，０００万円の経済効果を生み出しました。

３目、観光費では、１２節、委託料で、わち山野草の森の管理委託料２，０００万円。特

産館「和」指定管理料２，０００万円。京丹波まるごと交流型観光推進事業や京丹波ロケ誘

致事業などの企画運営委託料に２，１３１万５，４５０円。観光資源開発委託料に８０９万

６，０００円など支出いたしました。

１３６ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、森の京都市町村負担金として６０

３万６，０００円。質志鐘乳洞公園管理運営補助金として１，３００万円。観光協会の運営

を支援するため観光協会運営補助金として６００万円。京丹波まるごと交流型観光推進事業

などの商工観光補助金に１７６万４，０００円。アジア各国のゴルフ需要を呼び込む事業、

ＡＧＴＣポストファムトリップに係る京都実行委員会負担金に４０万円などを支出いたしま

した。

８款、土木費は７億６，２５４万９，４０７円で、前年度に比べ２，９９９万７，８４４
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円、４．１％の増となりました。令和５年度への繰越額は１億２，６５５万２，０００円と

なっています。

２項、道路橋りょう費、１４０ページ、２目、道路維持費では、１２節、委託料で、幹線

町道において冬季道路除雪を１１業者に委託し１，６３６万９，１４０円の支出。１４節、

工事請負費の道路改修工事では６路線の舗装工事ほか、のり面路肩の修繕、土砂、支障木の

撤去等を行い５，３９８万９，７６０円。５路線の交通安全施設整備工事を実施し４７６万

３，０００円。通学路等交通安全対策工事として４９９万７，３００円を支出いたしました。

１８節、負担金、補助及び交付金の認定外道路整備事業補助金は、１３件で４５４万４，０

００円交付いたしました。

３目、道路新設改良費では、１２節、委託料で、測量設計監理業務等委託料として、橋梁

点検業務委託料ほか、町道蒲生野中央線や蒲生野排水路整備事業に伴う設計業務など９件、

５，６６１万３，７００円を支出。１４節、工事請負費では１億８，３６９万６，２００円

を支出。社会資本整備総合交付金を活用した安井南谷線や町道水原上大久保線等の町単独工

事を合わせて１６件、延長８９１メートルの改良工事を実施いたしました。

１４２ページ、１６節、公有財産購入費では、井壁谷線など整備に必要となる事業用地の

取得を行い４６９万４，０６６円を支出。１８節、負担金、補助及び交付金では、１級河川

高屋川改修事業に伴う藤ケ瀬橋改築工事に係る協定負担金として１，８２２万４，１８０円

を支出。また、２１節、補償、補塡及び賠償金では、蒲生野中央線ほか４路線で物件等補償

費として４，９２０万９，０３６円を支出いたしました。

３項、河川費、１目、河川総務費では、７節、報償費で、河川除草作業の謝礼９１９万１，

９３４円を、１４節、工事請負費では、２河川のしゅんせつ工事に１２２万９，８００円、

２河川の修繕工事に６０９万８，４００円を支出いたしました。

１４４ページ、５項、下水道費では、下水道事業特別会計へ特定環境保全公共下水道事業

分として２億２，３４８万８，０００円を繰り出しました。

６項、住宅費では、１０節、需用費において６９件の町営住宅の修繕を行い、７１６万７，

９３１円を支出。

１４４ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、木造住宅耐震改修補助金として２

００万円、住宅改修補助金として１１２件、７８７万２，０００円を支出いたしました。

次に、１４６ページ、９款、消防費は、４億１，４２７万５，４８９円で、前年度に比べ

２，１３３万７，９８３円、５．４％の増となりました。

１項、消防費、１目、常備消防費では、１８節、負担金、補助及び交付金において、京都
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中部広域消防組合負担金２億８，８４４万６，０００円を支出。２目、非常備消防費では、

１節、報酬で、消防団員報酬として１，４７８万２，５００円。７節、報償費では、退団者

に対して消防団員退団報償２，４５８万３，０００円を支出いたしました。

なお、令和５年３月３１日現在の消防団員数は７１７名でした。

また、昨年度は、瑞穂支団第１分団が全国消防操法大会に京都府代表として出場し、その

出場に係る経費として総額４４８万６，３００円を支出したところです。

１４８ページ、３目、消防施設費では、１７節、備品購入費において、瑞穂支団第３分団

第２部の消防車両、小型動力ポンプ付積載車１台を９９９万９，０００円で更新をいたしま

した。

４目、防災費、１５０ページ、１２節、委託料では、防災ハザードマップ７，０００部を

５４３万４，０００円で作成し、全戸配布をしたところです。

５目、災害対策費では、１８節、負担金、補助及び交付金において、災害による土砂等撤

去補助金として１４件、３２０万９，０００円を支出しております。

次に、１０款、教育費では、８億４，５４２万３，５７５円で、前年度に比べ６２３万２

６８円、０．７％の減となりました。令和５年度への繰越額は３４０万円となっています。

１項、教育総務費では、教育委員会費、事務局経費、学童保育事業、育英資金給付事業特

別会計への繰出しや情報化推進費で総額２億８，９２０万４，９７３円を支出いたしました。

２目、事務局費、１５４ページ、１２節、委託料では、京都トレーニングセンターの専門

的な指導により、児童生徒の体力や競技能力の向上を図る調査分析委託料等１９８万８，０

００円を支出しています。

３目、育英費では、育英費支給のための育英資金給付事業特別会計に２９２万５，０００

円を支出。

４目、情報化推進費では、１２節、委託料で、ＧＩＧＡスクール構想に基づく学習系端末

等保守委託料として３，４１０万４，８１４円。１３節、使用料及び賃借料で、学習系シス

テム及び校務系システムの機器借上料等として４，４５４万６，３８８円を支出いたしまし

た。

２項、小学校費では、総額１億４，６０４万２２１円を支出いたしました。

１目、学校管理費、１５６ページ、１４節、工事請負費では、丹波ひかり小学校地域交流

センターの空調工事、下山小学校の消火装置取替工事等に計１，１４７万８００円を支出い

たしました。

１５８ページ、２目、教育振興費では、１節、報酬で、支援が必要な児童や配慮を必要と
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する児童への対応や指導を行うための学習支援員や読書支援員等の会計年度任用職員報酬１，

７１７万１，２６８円を支出。

１９節、扶助費では、要保護・準要保護就学支援費や特別支援教育就学奨励費として計８

３２万７，４８０円を支出いたしました。

３項、中学校費では、１億７，０３９万８，７２７円を支出いたしました。

１目、学校管理費、１６２ページ、１４節、工事請負費では、瑞穂中学校及び和知中学校

のトイレの洋式化への改修工事、和知中学校、蒲生野中学校の会議室等の空調改修工事を実

施し、７，６６０万６０円を支出いたしました。

２目、教育振興費では、１節、報酬において、小学校と同様に学習支援員や読書支援員に

加え、部活指導員等に会計年度任用職員報酬として計９１９万７，２４５円を支出。生徒の

学力向上に向け取り組みました。

１６４ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、瑞穂中学校のホッケー全国大会へ

の出場補助金として２６１万７，０８３円。その他クラブ活動や通学バスの補助金として計

５０３万４，０９１円。

１９節、扶助費では、要保護・準要保護就学援助費や特別支援教育就学奨励費として計７

１８万３，１６７円を支出いたしました。

４項、社会教育費では、７，３５１万４，３９７円を支出いたしました。

１目、社会教育総務費、７節、報償費では、生涯学習講座として、子どもから高齢者の方

まで年齢に関係なく気軽に参加していただける京丹波町民大学の講師謝礼ほか、ふるさと体

験資料館運営委員報償等２４６万７，０３４円を支出いたしました。この町民大学では、開

校式、スポーツ講座、テレビ講座、事前講座等を含め２６講座を開講し、対面での参加者は

７５４名となりました。

１６６ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、社会教育の発展を図るため、女性の

会や青少年育成協会などの活動助成として、合計２２９万８，０００円を交付いたしました。

２目、公民館費では、公民館活動や施設の維持管理経費として総額５，９８５万６，８８

７円を支出いたしました。１節、報酬では、公民館長等の報酬１２１万円、会計年度任用職

員報酬１，８９８万１，９１５円を支出。どこでも図書館構想の実現に向けた取組を推進す

るため、会計年度任用職員を増員し、前年度比６８７万２，６２４円の増となっています。

１６８ページ中ほど、１３節、使用料及び賃借料では、図書管理システム利用料１７５万

７，５８０円ほか、計２９０万９２２円を支出。１７節、備品購入費では、閲覧用図書購入

費として３０２万８，３５８円を支出いたしました。
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３目、文化財保護費では、１７０ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、貴重な文

化財を継承するため、４団体に社寺等文化資料保全補助金１９９万９，０００円を支出いた

しました。

５項、保健体育費では、１，４７３万７，４１０円を支出いたしました。１目、保健体育

総務費では、ウェルネス京丹波事業を実施しております。町民の皆さんの健康づくりのため、

ウオーキング教室の開催やウオーキングマップの作成、スマートフォンアプリを利用し、誰

もがどこでも気軽にウオーキングをすることを推進しているところです。１３節、使用料及

び賃借料では、ウオーキングアプリサービス利用料として９２万４，０００円を支出してお

ります。このウェルネス京丹波事業では、健康福祉部、教育委員会が中心となり、部局を越

えた連携を行い、町民の皆様の健やかな幸せ、健康寿命の延伸のため取組を進めているとこ

ろです。１８節、負担金、補助及び交付金では、スポーツ振興や競技力向上、コミュニティ

ーの推進を目的としてスポーツ協会に補助金２５０万円を交付いたしました。

１７２ページ、６項、学校給食費では、人件費、賄材料費を主なものとして、全体で１億

５，１５２万７，８４７円を支出いたしました。

続いて、１７４ページ、１１款、災害復旧費では、１億３，８６１万６，３８５円を支出

いたしました。令和５年度への繰越額は６，１７４万２，０００円となっています。前年度

は災害復旧費の支出はございませんでした。

１項、農林水産施設災害復旧費は３，６１２万９５８円の支出。１目、１２節、委託料で

は、災害査定設計業務委託料として８８９万９，０００円。１７６ページ、１４節、工事請

負費として４件、３７８万６，９００円。１８節、負担金、補助及び交付金で、災害復旧事

業補助金３９件、１，６４５万３，０００円を支出いたしました。

２目、林業施設災害復旧事業では、１２節、委託料で、丹波美山線災害測量設計業務とし

て３２２万３，０００円の支出。１８節、負担金、補助及び交付金で、災害復旧事業補助金

を１０件、２９６万円を支出いたしました。

２項、公共土木施設災害復旧費は１億２４９万５，４０７円の支出。１２節、委託料では、

４件の災害復旧測量設計業務に１，５３０万４，３００円。１４節、工事請負費で、４３件、

８，７１８万８，２００円を支出いたしました。

１２款、公債費は、１３億７，０１４万１７円で、前年度に比べ２億４，６６８万１，７

３０円、１５．３％の減となりました。

以上で、一般会計の説明を終わります。

次に、認定第２号 令和４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算です。
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１８０ページをお開きください。

歳入総額１７億９，５０７万６，２４４円で、前年度に比べ０．６％の減。歳出総額１７

億９，２０１万９，４１７円で、前年度に比べ０．８％の増。歳入歳出差引額、実質収支額

ともに３０５万６，８２７円となりました。

国民健康保険事業の加入状況につきましては、世帯数で２，０９０世帯、町世帯の３４．

１％、被保険者数は３，１８６人、町人口の２４．７％となっています。

１８７ページ、事項別明細書をご覧ください。

まず、歳入です。

１款、国民健康保険税は２億７，７３２万４９３円で、前年度に比べ３．５％の減となり

ました。収納率は、過誤納付の保険税を除いた現年度分で９６．８％、過年度分で２９．

８％となりました。

なお、地方税法に基づき、１９人、２０６万５，１６６円を不納欠損として処理をいたし

ました。

１８９ページ、３款、府支出金は１３億５，００４万９，０００円で、前年度より１．

１％、１，４５１万９，０００円の減。

５款、繰入金は１億３，０７２万６７８円で、前年度に比べ１．９％、２４２万８，０４

７円の増。そのうち、１項、他会計繰入金は、一般会計からの繰入金で１億２，３７２万６

７８円。２項、基金繰入金は、財政調整基金からの繰入れで７００万円でした。

次に、１９７ページ、歳出です。

中段からの２款、保険給付費は１２億９，８４７万７，３５４円で、前年度に比べ０．

２％の減となりました。療養給付費における１人当たりの医療費は４４万４，８５６円で、

前年度に比べ１万８，４７３円の増となりました。

１９９ページ、３款、国民健康保険事業納付金は４億１，８７０万６，５９７円で、前年

度に比べ８．２％の増。そのうち、１項、医療給付費分は２億８，６８４万１，０７８円。

２項、後期高齢者支援金等分は９，４７６万４，６４５円。２０１ページ、３項、介護納付

金分は３，７１０万８７４円でした。

５款、保健事業費は３，５０８万６，４６９円で、前年度に比べ３６．８％の増となりま

した。１項、１目、疾病予防費、１８節、負担金、補助及び交付金で、人間ドック助成金１

６９件、５１９万２，７５３円の支出。その他保健事業費では、疾病予防や特定健診などに

係る一般会計への繰出金を合計で２，２７３万６，４９３円の支出をしております。

２０５ページ、８款、諸支出金では２，８６３万５，９００円で、前年度に比べ４５．
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３％の増となりました。３項、繰出金では、京丹波町病院事業会計へ２，７３２万４，００

０円を繰り出しました。

以上、国民健康保険事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第３号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算です。

２０７ページをお開きください。

歳入総額２億７，３０３万６，１１６円で、前年度に比べ４．９％の増。歳出総額２億６，

８０８万８，９６７円で、前年度に比べ４．３％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

４９４万７，１４９円となりました。

令和５年３月３１日現在の被保険者数は３，２６０人でした。

２１２ページ、事項別明細書をお願いいたします。

歳入です。

１款、保険料は、特別徴収、普通徴収合わせて１億８，６７２万８，１６１円、前年度に

比べ４．５％の増となりました。過誤納付の保険料を除いた現年分の徴収率は９９．４％で

した。

３款、繰入金は、一般会計繰入金８，０６８万６，７１７円で、内訳といたしましては、

事務費繰入金２２２万６，８９９円、保険基盤安定繰入金７，６０７万５，７７８円、保健

事業費繰入金２３８万４，０４０円となっております。

次に、２１６ページからの歳出です。

２款、後期高齢者医療広域連合納付金では、保険料負担金として１億８，５０８万１，０

３９円、保険基盤安定負担金として７，６０７万５，７７８円を支出いたしました。

３款、保健事業費では、２１８ページ、１８節、負担金、補助及び交付金において、人間

ドック助成金８２件、２８５万５，６４０円を支出いたしました。

以上、後期高齢者医療特別会計の説明といたします。

○議長（梅原好範君） 樹山会計管理者、申し訳ありませんが、一時中断して自席にお戻りく

ださい。

報告の途中ですが、これより暫時休憩に入ります。再開は１３時１０分とします。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時１０分

○議長（梅原好範君） それでは、休憩を解き、樹山会計管理者の報告から会議を再開します。

樹山会計管理者。

○会計管理者（樹山敬子君） それでは、引き続きまして、報告をさせていただきます。
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認定第４号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計事業勘定の歳入歳出決算です。

２２０ページをお開きください。

歳入総額２２億１，８８５万１，４４７円で、前年度に比べ１．４％の減。歳出総額２１

億４，２７２万８，２４１円で前年度に比べ２．６％の減。歳入歳出差引額、実質収支額と

もに７，６１２万３，２０６円となりました。

介護保険の状況は、令和４年度末で第１号被保険者５，７２４人、総人口に占める割合は

４４．５％でした。

また、要介護認定者数は、第１号・第２号被保険者を合わせ１，０４３人、居宅介護サー

ビス受給者は５４４人で、認定者の５２．２％、地域密着型サービス受給者は１９３人で、

認定者の１８．５％、施設介護サービス受給者は２６２人で、認定者の２５．１％となりま

した。

２２５ページ、事項別明細書をお開きください。

まず、歳入です。

１款、保険料は３億７，９２８万３，２００円で、前年度に比べ１％の減となりました。

過誤納付保険料を除いた現年度分の実質収納率は９９．６％でした。

なお、介護保険法に基づき、４１人分、１３２万６，８００円を不納欠損として処理をい

たしました。

３款、国庫支出金は６億６２０万３，４２７円で、２２７ページ、４款、支払基金交付金

は５億６，５６９万１，４９５円。５款、府支出金は３億１，５１３万５，２４７円とそれ

ぞれ交付がありました。

７款、繰入金は３億１６２万４，５３５円で、一般会計から介護給付費や地域支援事業の

負担分、低所得者に対する保険料軽減措置分などを繰り入れました。

続きまして、歳出です。

２３３ページ下段の２款、保険給付費は１９億７，４８７万３，６３８円で、前年度比１

億１，６６２万７，０６４円、５．６％の減となりました。１項、介護サービス等諸費では、

１目、居宅介護サービス給付費が前年度に比べ約５，８６１万円減の５億６，１２９万８，

４４４円。２目、地域密着型介護サービス給付費は、前年度に比べ２，１１４万円増の３億

１，９４１万３，００７円。３目、施設介護サービス給付費は、前年度に比べ約５，１４０

万円減の８億５，５４４万４，２３３円。

２３７ページ、５項、特定入所者介護サービス等費も、前年度に比べ２，０２３万円減の

７，５０１万９，６５８円の支出となり、保険給付費全体では前年度を下回る支出となりま
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した。

３款、地域支援事業費では、１項、一般介護予防事業費において、２３９ページ、１２節、

委託料で、地域住民グループ支援事業委託料１４２万４，２３３円。２項、１目、介護予

防・生活支援サービス事業費、１２節、委託料で、現行相当サービス委託料４１８万４，０

７３円。ミニデイサービス事業委託料６３０万７，２９２円。２４１ページ、４項、１目、

包括的支援事業費、１２節、委託料で、生活支援コーディネーター設置事業委託料１，５２

６万６，１１１円など、地域支援事業に総額５，１１９万９６６円を支出し、介護予防に努

めました。

２４３ページ、４款、基金積立金では、介護保険給付費準備基金に６，５１６万３，００

０円を積み立てました。

以上、介護保険事業特別会計事業勘定の説明といたします。

次に、令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計サービス事業勘定歳入歳出決算です。

２４５ページをお開きください。

歳入総額６７１万６，２３７円で、前年度に比べ３．９％の増。歳出総額３６１万７，９

７６円で、前年度に比べ２０．９％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに３０９万８，

２６１円となりました。

２５０ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入です。

１款、サービス収入では、居宅支援サービス計画費収入として、委託、直営合わせ７２６

件、３２４万２，８８０円でした。

２５２ページ、歳出では、２款、事業費で、介護予防サービス計画作成委託料として、町

内７事業者、町外１事業者に２１８万７，９６０円を支出いたしました。

以上、サービス事業勘定の説明といたします。

次に、令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定歳入歳出決算

です。

２５４ページをお開きください。

歳入総額１億４，４４１万５，５３３円で、前年度に比べ０．６％の増。歳出総額１億４，

３３１万７，２０５円で、前年度に比べ０．８％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

１０９万８，３２８円となりました。利用状況は、入所の利用者数が延べ４，６３１人で、

前年度に比べ３６４人の減となりました。

２５９ページ、事項別明細書をご覧ください。
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まず歳入です。

１款、サービス収入は、１項、介護給付費収入、１目、居宅介護サービス費収入１，０３

３万２，７９０円。２目、施設介護サービス費収入５，１３４万６，０７６円。３項、自己

負担金収入１，７３４万２，２１０円など合わせて７，９０２万１，０７６円の収入となり

ました。

３款、繰入金は、前年度に比べ５００万円増の６，３４０万円を一般会計から繰り入れま

した。

２６１ページ、６款、府支出金では、京都府より原油価格・物価高騰対策緊急支援事業補

助金１６万６，０００円の交付を受けております。

次に、２６３ページ、歳出です。

１款、総務費では、医師、看護師、介護支援専門員等の人件費及び施設運営経費として１

億２，４３１万１，１９２円を支出いたしました。

２６５ページ、２款、介護サービス事業費では、医薬材料費、給食業務委託料、機器物品

等借上料など１，９００万６，０１３円を支出いたしました。

以上、老人保健施設サービス勘定の説明といたします。

次に、認定第５号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算です。

２６７ページをお開きください。

歳入総額８億７，２０８万８，３８２円で、前年度に比べ８．８％の減。歳出総額８億７，

１７１万９，５２６円で、前年度に比べこちらも８．８％の減となりました。歳入歳出差引

額、実質収支額ともに３６万８，８５６円となりました。京丹波町の下水道の状況は、下水

道接続率９４％、浄化槽整備率７７．４％となっております。

２７２ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入です。

１款、分担金及び負担金では、新規加入分担金として、農業集落排水事業３件、特定環境

保全公共下水道事業３件、合計５２８万円の収入がありました。

２款、使用料及び手数料、１項、使用料は、５つの事業を合わせまして２億５，５９５万

９，０３０円、前年度に比べ１２６万６，４０５円、０．５％の減となりました。現年度分

の徴収率は９８．１％でした。

続きまして、２７４ページ、５款、繰入金では、一般会計からそれぞれの事業に総額４億

７，０９７万１，０００円を繰り入れました。

８款、町債は、公営企業会計適用債など１億３，５４０万円でした。
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次に、２７６ページ、歳出に移ります。

１款、総務費、１項、１目、１２節、委託料では、令和６年度の地方公営企業法適用に向

けた移行業務委託料として９７１万円を支出いたしました。

２款、下水道費は３億２，８４７万４，１０７円を支出いたしました。主なものといたし

ましては、１項、農業集落排水費、１目、施設整備費の１２節、委託料では、富田、質美、

竹野処理場の施設機器の更新に向けた設計業務委託等に９８６万７，０００円を支出。今後、

令和６年度にかけて機器の更新を実施いたします。

２７８ページ、２目、施設管理費では、処理場１８か所の維持管理経費として総額１億６

５万９，７９５円を支出いたしました。

下段、２項、公共下水道費では、処理場４か所などの維持管理経費等、総額１億７３４万

７，４１３円を支出いたしました。

２８０ページ下段、３項、浄化槽市町村整備推進施設費では、町管理浄化槽１，３９２基

の維持管理経費として、総額１億９８４万９，２５８円を支出いたしました。

２８２ページ、３款、公債費では、元金、利子合わせて５億２，０６２万５，５７４円を

償還いたしました。

以上、下水道事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第６号 令和４年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算です。

２８４ページをお開きください。

歳入総額、歳出総額ともに１万１，８８４円で、歳入歳出差引額、実質収支額ともにゼロ

円となりました。

２８９ページ、事項別明細書の歳入で、１款、財産収入で、土地開発基金利子１万１，８

８４円の収入。２９１ページ、歳出では、土地開発基金に同じく１万１，８８４円を繰り出

しました。

以上、土地取得特別会計の説明といたします。

次に、認定第７号 令和４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計の歳入歳出決算です。

２９３ページをお開きください。

歳入総額５８３万６，２６６円で、前年度に比べ２１．２％の増。歳出総額５８３万６，

０００円で、前年度に比べ２１．２％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに２６６円と

なりました。

２９８ページ、事項別明細書、歳入では、３款、繰入金で、一般会計から２９２万５，０

００円、基金から２９１万円を繰り入れました。
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続いて、３００ページ、歳出では、２款、育英費、１８節、負担金、補助及び交付金にお

いて、高校生から大学生まで４０人に対し５８２万円を支給いたしました。令和４年度より

高校１年生及び高等専門学校１年生には、入学に際しタブレット端末の購入等、多額な費用

を要することから６万円を上乗せし、支給限度額である１２万円を支給することといたして

おります。

以上、育英資金給付事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第８号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算です。

３０２ページをお開きください。

歳入総額１億３，７６５万２，２９３円で、前年度に比べ２％の減。歳出総額１億３，７

１８万５，３４３円で、前年度に比べ２．１％の減。歳入歳出差引額、実質収支額ともに４

６万６，９５０円となりました。利用状況につきましては、運行日数が３５９日、乗客数は

１０万５４１人でした。

３０７ページ、事項別明細書をご覧ください。

まず、歳入です。

１款、事業収入は１，４６８万６１０円で、運賃収入が４１３万４，４１０円。小中学生

のスクールバスとしての受託収入が１，０５４万６，２００円でした。

３款、繰入金では、一般会計から１億９７５万円を繰り入れ、６款、町債では、バス購入

事業債１，２５０万円を借り入れました。

次に、３１１ページ、歳出です。

１款、事業費では、バス運転手等の人件費、バスの燃料費や車検等修繕料など１４路線、

バス車両１９台の運行経費や更新車両１台のバス購入費１，２５９万９，０００円など、合

計１億３，４７１万４２８円を支出いたしました。

３１３ページ、２款、公債費では、元金、利子合わせて２４７万４，９１５円を償還いた

しました。

以上、町営バス運行事業特別会計の説明といたします。

続きまして、財産に関する調書について主なものを説明いたします。

まず、公有財産からです。

３１７ページをお開きください。

行政財産の（１）土地及び建物の土地ですが、公共用財産で１５３平方メートル減少して

います。これは、ケーブルテレビ事業の民営化による受信点設備用地の用途廃止によるもの

です。用途廃止後、民間事業者に売却処分をしております。
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次に、３１９ページ、普通財産についてでございます。

まず、（１）土地及び建物で、建物、非木造で、７８０平方メートルの減につきましては、

旧上豊田保育所下山分園の解体処分により減少したものです。

次に、普通財産（２）山林です。

面積の増減はなく、立木の推定蓄積高において、長瀬地区における伐採等により１，２９

２立方メートルの減少。分収林で自然増により５３立方メートルの増加となりました。

続いて、３２２ページ、物品です。令和４年度中の増減につきまして、表示上は増減があ

りませんが、最上段、車両・船舶類につきましては、バス車両の更新１台、消防車両の更新

１台等、その他更新による車両３台の計５台を取得し、バス車両、消防車両を含め同じく５

台を公売または廃車といたしました。事務用機械器具類につきましては、投票用紙読取分類

機、拡大プリンターを購入しましたが、ＯＣＲ、レーザープリンター等３台を廃止したこと

により、差引き１の減となっています。光学機械器具類は、和知小学校に天体望遠鏡購入に

より１の増。医療・衛生器具類では、視力検査ができない乳幼児等の屈折異常などの検査が

容易にできるスポットビジョンスクリーナーの購入で１増。計測機器類は、風向風速計、日

射計、積雪計等、計測機器の処分により６の減。機械・器具類は、リチウムイオン蓄電池２

台の減。軽機械・用具類では、わちこども園の食洗機の更新、丹波学校給食センターのスチ

ームコンベクションオーブン、冷凍庫の更新、狩猟用ドローンの購入により４増となりまし

た。電気・通信器具類で大きく減少しておりますが、これにつきましてはケーブルテレビ事

業の民営化により、設備機器等５６台を譲渡し、番組データ転送ドライブ及びモニター、フ

ァイルサーバー用ストレージ装置を購入したことにより、差引きは５４の減となっておりま

す。運動・娯楽用品類では、瑞穂小学校にトランポリン、スイングサポートフレーム等の購

入により２増となりました。

続いて、３２３ページ、４、基金です。

一般会計の基金は財政調整基金で８，３０８万１，０００円を積み立て、令和４年度末残

高は１６億７，３４０万５，５８２円となりました。振興基金では、１億円を取り崩し、７，

２９８万４，０００円を積み立て、令和４年度末残高は１１億３，０６９万６，０００円。

減債基金は１億１万円を積み立て、令和４年度末残高は２億９，０９７万９５２円となりま

した。その他、過疎地域持続的発展特別基金は１，４１３万５，０００円を取り崩し、１万

８，０００円を積み立てました。ふるさと応援寄附金基金では、１億３，０２９万３，００

０円を取り崩し、ご寄附をいただいた方の意向に沿った事業に充当しております。また、令

和４年度の寄附金分より、７月豪雨支援費充当分を除き利子を合わせた２億１，９７１万４，
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０００円を積み立てました。森林環境譲与税基金につきましては、９７６万９，０００円を

積み立てました。

一般会計全体では２億４，１２１万４，０００円の増。特別会計では５，５９６万６９５

円の増。全ての会計を合わせた令和４年度末残高は４５億１，７２１万２，６１３円となり

ました。

以上、財産に関する調書の説明といたします。

続いて、財産区特別会計の説明に移ります。

なお、各財産区の財産に関する調書は説明を省略させていただきますので、ご了承くださ

い。

まず、認定第９号 令和４年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算です。

３２５ページをお開きください。

歳入総額１１１万３，０５４円、歳出総額８２万９，１００円、歳入歳出差引額、実質収

支額ともに２８万３，９５４円となりました。

３３０ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入、１款、財産収入では、須知地区の駐車場貸付料や携帯電話通信施設敷地料など須知

地区、竹野地区合わせ４０万７，０６１円の収入がありました。寄附金では、須知地区で財

産区内の各区から管理運営寄附金３５万２，５００円。３款、繰入金では、竹野地区で１１

万５，０００円を財政管理調整基金から繰り入れました。

３３４ページ、歳出です。

１款、１項、須知地区、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬８万７，０００円。

敬老祝賀式補助金や区長会運営補助金に３０万円。２目、財産管理費では、管理地の支障木

の伐採や除草作業委託料に１０万８，２４０円など、須知地区では６９万９，９９５円を支

出。２項、竹野地区では、１目、一般管理費で、財産区管理会委員報酬３万７，５００円。

委員等報償５万円など、竹野地区では１２万９，１０５円を支出いたしました。

以上、須知財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１０号 令和４年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算です。

３４０ページをお開きください。

歳入総額２４万８，９７０円、歳出総額２１万６，５９２円、歳入歳出差引額、実質収支

額ともに３万２，３７８円となりました。

３４５ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入では、２款、寄附金で２１万９，３００円。財産区内の各区から寄附を受けたもので
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す。

３４７ページ、１款、総務費では、１項、１目、一般管理費で、財産区管理会委員報酬５

万４，０００円。財産管理調整基金積立金１０万６，０００円ほか、２目、財産管理費では、

林道管理委託料４万円等を支出いたしました。

以上、高原財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１１号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算です。

３５１ページをお開きください。

歳入総額１，５５０万８，４５０円、歳出総額１，４０８万９，８６５円、歳入歳出差引

額、実質収支額ともに１４１万８，５８５円となりました。

３５６ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入では、１款、財産収入が主で、１項、財産運用収入では、ゴルフ場用地をはじめ、土

地貸付料などで１，０７２万３，３３５円。

２款、繰入金では、財政管理調整基金から２００万円の繰入れを行いました。

また、５款、府支出金では、豊かな森を育てる府民税活用補助金９７万３，０００円の交

付を受けました。

３５８ページ、歳出です。

１款、総務費、１項、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬３３万７，５００円

をはじめ、財産区運営のための一般経費を支出いたしました。

２目、財産管理費では、直営林保育作業委託料３０２万６，０００円などを支出。

３目、諸費では、山林高度利用補助金など関係団体等への補助金のほか、７月豪雨に係る

災害復旧補助金等合わせて９４２万６，０００円や、公民館事業への繰出金２７万２，２７

９円を支出いたしました。

以上、桧山財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１２号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算です。

３６５ページをお開きください。

歳入総額６６５万２，８１６円、歳出総額５７５万１０９円、歳入歳出差引額、実質収支

額ともに９０万２，７０７円となりました。

３７０ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入では、１款、財産収入が主で、携帯電話通信施設や区への土地貸付収入など財産収入

は５５９万６，７４２円でした。

３７２ページ、歳出です。
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１款、総務費、１項、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬４０万９，５００円

をはじめ、財産区運営のための一般経費を支出いたしました。

２目、財産管理費では、区への土地貸付補償費３１９万５，５０９円などを支出。

３目、諸費では、梅田地域振興会補助金、梅田地域振興対策事業補助金として６７万１，

０００円、公民館事業への繰出金３０万円を支出いたしました。

以上、梅田財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１３号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算です。

３７８ページをお開きください。

歳入総額１５６万６，２４３円、歳出総額１５２万４，１２８円、歳入歳出差引額、実質

収支額ともに４万２，１１５円となりました。

３８３ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入、１款、財産収入では、集落への土地貸付収入４３万１，０００円とマツタケ等採取

権収入４万５，０００円が主な収入となっております。

２款、繰入金では、財政管理調整基金から６０万円を繰り入れました。

３８５ページ、歳出です。

１款、総務費、１項、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬４５万１，５００円

をはじめ、財産区運営のための経費を支出いたしました。

３目、諸費では、三ノ宮地域振興会など関係団体への補助金、合わせて５１万８，０００

円、公民館事業への繰出金３０万円を支出いたしました。

以上、三ノ宮財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１４号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算です。

３９１ページをお開きください。

歳入総額３９６万１７７円、歳出総額２７２万３，１９９円、歳入歳出差引額、実質収支

額ともに１２３万６，９７８円となりました。

３９６ページ、事項別明細書をご覧ください。

歳入では、１款、財産収入、区及び法人への土地貸付料など２２６万１，３６０円が主な

収入となっております。

次に、４００ページ、歳出です。

１款、総務費、１項、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬３３万４，５００円

をはじめ、財産区運営のための一般経費を支出いたしました。

２目、財産管理費では、直営林の保育作業委託料３２万５，０００円。林道維持管理事業
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等補助金に１８万３，０００円を支出。

３目、諸費では、貸付林等高度利用補助金として１６万６，０００円。公民館事業への繰

出金３０万円などを支出いたしました。

以上、質疑財産区特別会計の説明といたします。

最後に、認定第１５号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計決算について説明をいたし

ます。

冊子変わりまして、病院事業会計につきましては、病院事業会計決算書で説明をさせてい

ただきます。

まず、京丹波町病院の患者数の動向ですが、国保京丹波町病院の入院患者数は年間延べ９，

５８２人で、前年度比２５５人の減少、外来患者数は年間延べ２万２，８９３人で、前年度

比３６４人の増加となりました。和知診療所の外来患者数は年間延べ８，０９９人で、前年

度比４４５人の減少、和知歯科診療所は年間延べ５，２６７人で、前年度比３６８人の減少

となりました。

それでは、まず、９ページ、損益計算書をお開きください。

１の医業収益で、入院収益は２億６，５９４万１，６５０円。外来収益は２億９，４４３

万３，９１６円。その他医業収益は、個室使用料、健診や予防接種などの公衆衛生活動収益、

救急告示病院に対する一般会計負担金、その他文書料など合わせて９，４４８万９，５７５

円で、合計６億５，４８６万５，１４１円となりました。

２の医業費用で、主なものは給与費６億２，７０４万９，４３２円。医薬品や診療材料な

どの材料費５，８７１万５，７６６円。事務費や光熱水費、各種業務委託料などの経費１億

６，６０３万８，９６６円。減価償却費５，８１８万５，２７０円など合計９億１，２７９

万６，１０１円となりました。

よって、医業収支は、２億５，７９３万９６０円の損失となりました。

３の医業外収益で主なものは、他会計補助金１，７６０万２，０００円。内訳は、国保特

別調整交付金として和知診療所に８６４万７，０００円。和知歯科診療所に８９５万５，０

００円となっています。補助金は６８８万８，０００円で、内訳は、医療従事者等支援事業

補助金など京丹波町病院に６６３万４，０００円、和知診療所に１１万７，０００円、和知

歯科診療所に１３万７，０００円となっております。負担金及び交付金は２億７，３８１万

４，５９５円で、主なものは企業債償還利息と運営補助に係る一般会計繰入金で２億５，２

５１万５，６９８円。人生１００年時代づくりソフト事業費交付金３００万円。和知老人保

健施設から和知診療所への医師給与負担等１，０８０万３，１１３円等です。長期前受金戻
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入は、固定資産取得時に交付を受けた補助金等であり、償却年数に合わせて収益化をしたも

ので、本年度は１，３６３万６，３３７円でした。これらを主なものとした医業外収益の合

計は３億１，６５８万２，４７５円となりました。

４の医業外費用では、企業債支払利息５９６万２，６９８円。長期前払消費税償却２，６

７０万２，１３９円を主なものとして、合計で３，４１６万１，２８４円となりました。先

ほどの医業損失にこれら医業外収支を加減した結果、２，４４９万２３１円の経常利益とな

りました。

よって、当該年度純利益も２，４４９万２３１円となりましたので、前年度繰越欠損金３

億５，６８７万５，００２円を加えた令和４年度未処理欠損金は３億３，２３８万４，７７

１円となりました。

次に、３７ページ、資本的収入及び支出についてです。

まず、収入、企業債として２２０万円。他会計出資金は、企業債元金償還に係る一般会計

繰入金であり、京丹波町病院に２，４５９万８，２０６円を繰り入れました。補助金は、京

丹波町病院に府補助金として医療施設等設備整備費補助金２，６３１万４，２００円、和知

診療所に国庫補助金として保険医療機関等向け医療提供体制設備整備補助金４２万９，００

０円、国保会計補助金として国保特別調整交付金特別事情分６８５万３，０００円、和知歯

科診療所に同じく、国保特別調整交付金特別事情分２８６万９，０００円の交付を受けまし

た。資本的収入の合計は６，３２６万３，４０６円となりました。

支出では、企業債元金償還金として、京丹波町病院で４，０７４万６４８円を支出いたし

ました。

建設改良費では、京丹波町病院で医師住宅新築工事実施設計業務委託の建築整備費に２２

７万７，０００円、電子内視鏡ビデオシステム、人工呼吸器用空気配送設備、給湯熱源機器

などの器械備品購入費に４，００１万８，６１６円、和知診療所で電子カルテシステム、健

診業務支援システム、オンライン資格確認システムの器械備品購入費に８３３万５，８００

円、和知歯科診療所で、デジタル画像診断システムの器械備品購入費に２８６万９，４３８

円を支出し、資本的支出の合計は９，４２４万１，５０２円となりました。

なお、収支不足分３，０９７万８，０９６円は、過年度分損益勘定留保資金により補塡を

いたしました。

以上、国保京丹波町病院事業会計の説明といたします。

これをもちまして、認定第１号から認定第１５号までの説明を終わります。ご審議の上、

認定いただきますようよろしくお願いいたします。
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○議長（梅原好範君） 堀内上下水道課長。

○上下水道課長（堀内浩二君） 認定第１６号 令和４年度京丹波町水道事業会計決算の認定

につきまして、補足説明を申し上げます。

別冊子の令和４年度京丹波町水道事業会計決算書をご覧ください。

まず初めに、１０ページの令和４年度京丹波町水道事業報告書をご覧ください。

概況の（１）総括事項でございますが、令和４年度は「京丹波町水道ビジョン２０２０」

の３年目として計画に掲げた事業を着実に推進するとともに、経営基盤の強化に努めたとこ

ろでございます。

建設改良事業につきましては、老朽化した管路の布設替えや流入流量計の設置、加圧式給

水車の購入など水道水の安定供給に向けた事業を引き続き実施いたしました。

本町におきましては、人口減少にある中、収入の大部分を占めている給水収益も減少して

いくことが見込まれ、また、施設の大規模更新や耐震化の実施により、今後も建設改良費は

高い水準で推移することが見込まれます。大変厳しい経営環境が続きますが、今後も「京丹

波町水道ビジョン２０２０」に基づき、計画的に水道事業を推進してまいります。

次に、アの業務の状況でございますが、年度末における行政区域内人口及び給水人口はと

もに１万２，８７６人で、給水件数は６，７３１件、年間配水量は２７７万５，０９５立方

メートル、そのうち、年間有収水量は２００万８，９４９立方メートル、有収率は７２．

４％でした。

次に、５ページに戻っていただきまして、収益的収支について損益計算書でご説明申し上

げます。

なお、その明細につきましては、２２ページからの収益費用明細書でお示ししております

ので、併せてご覧ください。

それでは、５ページの損益計算書の１、営業収益につきましては、（１）の給水収益であ

る水道料金の４億９，１９３万７，７５１円と、（２）のその他の営業収益として閉栓・開

栓手数料など９８万円を合わせて、４億９，２９１万７，７５１円となりました。

次に、２、営業費用でございますが、（１）の原水及び浄水費は、施設の維持管理に係る

委託料９，９２９万５，１２９円や施設の維持補修工事の費用２，７０１万４，９３０円を

主なものとして、合計１億４，２３３万８，５２５円となりました。

（２）の配水及び給水費は、漏水調査や水道メーターの検針業務の委託料に１，３４２万

２，０２２円。本管の漏水工事や給水管、給水装置の修繕工事など工事請負費４，３６３万

１，１００円を主なものとして、合計６，８５２万６，８６１円となりました。
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（４）の総係費は、職員８名と会計年度任用職員２名の人件費の合計７，４７８万７，９

００円や、各施設の光熱水費８，１３１万７，８４４円を主なものとして、合計２億６２７

万１，３３２円となりました。

（５）減価償却費は、有形固定資産と無形固定資産を合わせて５億５，０１１万５，７４

８円を費用化し、営業費用の合計は９億６，７２６万８，２０６円となりました。

営業収益から営業費用を差し引くとマイナスとなり、４億７，４３５万４５５円の営業損

失となっております。

次に、３、営業外収益でございますが、（１）受取利息として３万７，７２３円。

（２）の他会計補助金は、一般会計からの繰入金として基準に基づく繰入金４億１，９４

９万３，０００円。

（３）の長期前受金戻入につきましては、固定資産の取得時に交付を受けた補助金や分担

金等について、固定資産の耐用年数に応じて収益化した分として２億１，５７８万２，６９

９円を計上しております。

（４）の雑収益につきましては、貸倒引当金戻入益として、過年度分水道料金の収入額６

５万４，６２０円を主なものとして７２万６，７８９円を計上し、これら営業外収益の合計

額は６億３，６０４万２１１円となりました。

次に、４、営業外費用は、（１）企業債の支払利息１億１８６万３，１０７円を主なもの

として、１億１９７万３，９１０円となっております。

３の営業外収益と４の営業外費用の差引額は５億３，４０６万６，３０１円となり、さら

に、先ほどの営業損失４億７，４３５万４５５円を差し引きした結果、経常利益は５，９７

１万５，８４６円となっております。経常利益が当年度純利益となりますので、当年度純利

益５，９７１万５，８４６円と前年度未処分利益剰余金１億２，６７０万３，２３５円を合

わせた当年度未処分利益剰余金は、１億８，６４１万９，０８１円となりました。

次に、資本的収支についてご説明いたします。

２９ページをご覧ください。

資本的収入では、１項、企業債で、建設改良事業の財源として、財政融資資金から現年分

と繰越分を合わせて１億４，４１０万円の借入れを行いました。

２項、分担金は、１８件の新規加入があり、７７２万２，０００円となっております。

３項、補助金は、ふるさとの水確保対策事業費補助金及び京都府生活基盤施設耐震化補助

金として、合計で８７８万９，０００円の収入があり、４項の他会計負担金１，８００万円

及び５項の出資金１億２，３４０万円は、企業債償還元金分の財源として一般会計繰入金と
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して収入しております。

６項、基金取崩収入は、水道事業基金から使途が特定されている分として、企業債元金償

還金の一部に充てるため１，７３９万９,３４１円の取崩しを行いました。

これら資本的収入の合計は、４億３，６５８万４，８４１円となっております。

次に、３１ページをご覧ください。

資本的支出では、１項、建設改良費、１目、施設整備費は、１０件の測量設計業務の委託

料と１２件の上水道管路の更新工事等で１億５，８４７万６，３００円を支出し、２目、施

設改良費では、流量計設置設計業務委託料と道路改良工事に伴う５件の移設工事などで８，

６０９万８，６００円を支出しております。

次に、２項、企業債償還金は、元金償還金として５億５，８７６万７，９６９円を返済し、

３項、基金繰入支出では、京都府ふるさとの水確保対策事業費補助金相当額１４２万４，０

００円を次年度以降の企業債償還金に充当財源として基金積立てし、資本的支出の総額は８

億４，１０２万９，８０４円となりました。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４億４４４万４，９６３円は、消

費税資本的収支調整額１，２５２万３４３円と、過年度分損益勘定留保資金１億１，９８０

万３，５９４円及び当年度分損益勘定留保資金２億７，２１２万１，０２６円で補塡してお

ります。

次に、８ページから９ページへお戻りください。

財務状況を示す貸借対照表についてご説明申し上げます。

まず、８ページの資産の部、１、固定資産では、（１）の有形固定資産として、土地、建

物、構築物、機械、装置等で合計１０５億２，３７６万２，９３０円。（２）の無形固定資

産として、畑川ダム建設負担金による施設利用権として９億５，７１６万５，４９３円。ま

た、（３）の投資その他の資産として、水道事業基金３億３，１５０万５，４８９円。固定

資産の合計額は１１８億１，２４３万３，９１２円となりました。

次に、２、流動資産につきましては、（１）の現金預金の３億１，３８９万８，７０７円。

（２）の未収金は、貸倒引当金を控除した額として８，９５１万７，３０５円。（３）の貯

蔵品は、水道メーターの在庫額１８万２，６６０円。流動資産の合計額は４億３５９万８，

６７２円となり、資産の合計額は１１２億１，６０３万２，５８４円となりました。

９ページに移りまして、負債の部でございますが、３、固定負債の（１）企業債につきま

しては、決算から１年を経過した令和５年３月３１日時点の令和６年度以降の償還予定額５

９億２，０７４万１，３３４円。
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４、流動負債の（１）企業債につきましては、決算から１年以内に償還期限の到来するも

のとして、令和５年度の償還予定額５億６，５０７万５，９２６円となっております。流動

負債は他に（２）の未払金１億４，９７７万７，０５１円。（３）の賞与等引当金４９１万

３，０２７円などがあり、合計で７億２，００２万７，７５４円となりました。

次に、５、繰延収益につきましては、建設改良事業の財源となった補助金や分担金等の長

期前受金を減価償却の財源として収益化するもので、その累計額は４３億９，６７８万６，

２３０円となっており、負債の合計額は１１０億３，７５５万５，３１８円となっておりま

す。

次に、資本の部では、６、資本金の合計は９億９，２０５万８，１８５円。７の剰余金の

合計は１億８，６４１万９，０８１円で、資本の合計額は１１億７，８４７万７，２６６円

となりました。

結果、負債資本の合計額は資産の合計額と同額の１２２億１，６０３万２，５８４円とな

っております。

以上、簡単ではございますが、認定第１６号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） 暫時休憩します。

休憩 午後 ２時１３分

再開 午後 ２時１３分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

お諮りします。

認定第１号 令和４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１６

号 令和４年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてまでの審査につきましては、１１

名の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思い

ます。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１号から認定第１６号は、１１名の委員で構成する決算特別委員会を設置

し、これに付託して審査することに決定いたしました。

暫時休憩します。

休憩 午後 ２時１４分
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再開 午後 ２時１５分

○議長（梅原好範君） 再開します。

お諮りします。

ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第３

項の規定により、お手元に配付の決算特別委員会選任名簿のとおり指名したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、決算特別委員会の委員は、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり

選任することに決しました。

決算特別委員会をこの場において開催し、正副委員長の選任をお願いします。

暫時休憩します。

休憩 午後 ２時１５分

再開 午後 ２時１６分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

決算特別委員会において、正副委員長が決定しましたので報告いたします。

委員長に隅山卓夫君、副委員長に居谷知範君。

以上のとおりであります。よろしくお願いいたします。

《日程第２９、報告第３号 健全化判断比率について～日程第３４、報告第８号 グリーンラ

ンドみずほ株式会社に関する経営状況について》

○議長（梅原好範君） 日程第２９、報告第３号 健全化判断比率についてから、日程第３４、

報告第８号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況についてまでを一括議題とし

ます。

町長の説明を求めます。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） それでは、報告第３号から順次説明いたします。

報告第３号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、健

全化判断比率として、次の４指標について報告するものであります。

まず、一般会計等を対象とし、赤字の程度を指標化した「実質赤字比率」は、収支赤字が

ないため該当せず、また、財産区を除く全ての会計を対象とし、全体としての赤字の程度を
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指標化する「連結実質赤字比率」につきましても、収支赤字がなく該当はありません。次の

借入金の返済額等を指標化して資金繰りの危険度を示す「実質公債費比率」につきましては、

前年度から０．７ポイント減少し１６．１％となっております。なお、同比率に係る早期健

全化基準は２５％であります。

また、借入金や将来にわたる負担の現時点での残高を指標化し、将来の財政負担の圧迫度

示す「将来負担比率」につきましては、前年度から２２．５ポイント減少し、７６．３％と

なっております。なお、同比率に係る早期健全化基準は３５０％となっております。

以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。

次に、報告第４号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に

より公営企業の資金不足比率を報告するものであります。本町では、下水道事業特別会計、

国保京丹波町病院事業会計及び水道事業会計が対象となりますが、いずれも該当しませんで

した。なお、同比率の経営健全化基準は２０％となっております。

以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。

次に、報告第５号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会に関する経営状況につ

きましては、総収益が４億４，９６０万８，４４２円、運営管理に要する諸費用の合計は、

４億５，４４６万６，１７１円で、収支差額は４８５万７，７２９円の赤字決算となってお

ります。

同協力会は、京都府の指定管理を受け丹波自然運動公園の管理全般を行っています。

令和４年度も、新型コロナウイルス感染症の影響が続き、依然として園内スポーツ施設や

宿泊施設などの利用が伸びず、総入園者数は約３８万人にとどまる結果となりました。

こうした中ではありますが、「丹波ちびっこまつり」などの公園主催事業や、「京都丹波

ロードレース大会」など、本町や関係機関との共催事業は、感染対策を講じながら３年ぶり

に開催することができました。

また、ファミリープールにつきましても、人数制限を行いながら３年ぶりにオープンし、

町内外から多くの皆様にご利用いただいたところであります。

さらに、昨年１０月には、オリンピックやパラリンピックなど世界的な選手の医・科学的

測定支援やトレーニングの支援を行っている「ハイパフォーマンススポーツセンター」が東

京都にあり、そのネットワーク連携機関に京都トレーニングセンターが指定されました。

これにより、地元にいながら最先端のデータに基づくトレーニングの支援を受けることが

可能であり、未来のトップアスリートを育てる拠点として大いに期待するものであります。

引き続き、スポーツやレクリエーションを通じて、健康増進の場、家族や仲間との触れ合
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いの場、そして、生涯スポーツや学習の場となるよう協力会と連携を図ってまいります。

次に、報告第６号 一般財団法人京丹波農業公社の経営状況につきましては、経常収益は

８，６７３万４，２９７円、事業費及び管理費に係る経常費用が８，１３１万７，５２３円、

令和４年度の収支差額は２９１万２，２８４円の黒字決算となっております。

収入の主なものは、黒大豆や小豆、ソバ、水稲、飼料用稲、堆肥散布など、作業等受託事

業収入として２，９８８万１，１５６円、ソバの加工品販売収入５７４万３，５３４円、受

取補助金等として、町からの運営補助金２，９４１万円、堆肥による土づくり補助金等５５

２万３，６５０円、水田活用直接支払交付金など５５４万４，０４１円となっています。

同公社は、担い手の確保・育成を図り、効率的かつ安定的な農業経営に向けた農地の利用

集積の促進を図るとともに、農地管理や農作業受委託に併せ、特産である丹波黒大豆や瑞穂

大納言小豆、ソバの生産振興を図るとともに、ソバの加工販売や飼料用米・飼料用稲の栽培

とコントラクターとしての役割など、地域農業の総合的な振興を実践されております。今後、

さらなる経営強化に向けた取組に期待するものであります。

次に、報告第７号 一般財団法人和知ふるさと振興センター全体の経営状況につきまして

は、経常収益は３億４，６６６万２，９５１円、経常経費は３億５，４５０万９，０９３円

で、収支差額は７８４万６，１４２円のマイナスとなり、税引き後の収支差額は７９１万６，

１４３円の赤字決算となっております。

収入の主なものは、営業収入２億９４８万１，０６１円、農作業受託収入７，９７６万４，

５７６円、農作業受託部運営補助金など１，１１２万１，０９０円、わち山野草の森をはじ

め町施設の管理委託料４，４２７万３，７１１円であります。

なお、農作業受託部の単独決算につきましては、経常収益は８，７１８万９，９２２円を

計上しており、経常経費は８，５６２万６，０９６円であり、税引き後の収支差額は１５６

万３，８２６円の黒字決算となっております。

同センターは、特産品等の販売、都市住民との交流、観光レクリエーションを通じた農林

水産業の振興など幅広い活動を目的に、道の駅「和」、わち山野草の森等の管理運営、農作

業受託と水稲育苗・米乾燥調整事業等を行っております。

また高齢者買物支援事業なども行い、町内利用者の拡充を図っております。

令和４年度においては、道の駅「和」の集客と収入を増やすため、地元の特産農作物等を

生かすことを主眼に置くこととし、自社で製造した加工食品の増産及び土産物の共同開発に

努めたことにより、新たに７商品の販売促進につながったところです。

今後におきましても、経営改革にも取り組まれ、さらなる経営の健全化に努め、地域産業
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の活性化が促進されることを期待するものであります。

報告第８号 グリーンランドみずほ株式会社の経営状況につきましては、営業外収益等を

含む総収益は９，７５２万９，２３９円、法人税を含む運営管理に要する諸費用の合計は９，

８９７万５，１２２円で、収支差額は１４４万５，８８３円の赤字決算となっております。

事業内容でありますが、施設全体の利用者は１９万４，５１０人で、前年度比１１０．

９％、営業収入は１億２，９１４万８，１７３円で、前年度比１．４％の増収となっており

ます。

令和４年度は、各種企業、団体、自治会など、例年のような運動施設や宿泊の利用はまだ

まだ自重傾向にありましたが、新型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態宣言等の発

出もなく、１年を通して通常営業ができたことから、営業収益は前年度比で増収となったと

ころです。

特に、道の駅の売上げは、過去７年間の最高益を記録することとなりました。

しかし、その一方で仕入原価や光熱水費の高騰は著しく、引き続き厳しい経営努力をして

いただいていると認識しております。

そのような中、国や京都府、町の支援策を活用し、安心して施設をご利用いただく環境の

整備を進めるとともに、アフターコロナの時代に即した集客メニューの考案や道の駅のリニ

ューアル計画を含めて、さらに経営改善に取り組んでいただけるものと期待しているところ

であります。

以上、報告とさせていただきます。

○議長（梅原好範君） 以上で、報告を終わります。

本報告については、９月１日午前９時から開催の全員協議会において、質疑等の機会を設

けますので、ご了承ください。

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。

よって、本日はこれをもって散会いたします。

次の本会議は、５日に再開しますので、定刻までにご参集ください。

この後、議会広報広聴特別委員会が開催されますので、委員の皆さんには、お疲れのとこ

ろご苦労さまですが、よろしくお願いいたします。

本日は、大変ご苦労さまでした。

散会 午後 ２時２８分
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。

京丹波町議会 議 長 梅 原 好 範

〃 署名議員 西 山 芳 明

〃 署名議員 隅 山 卓 夫


